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住
ま
い
を
め
ぐ
る
政
治
―
―
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
住
宅
協
会
と
社
会
住
宅
の
展
開
―
―
水
島
治
郎
は
じ
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
し
て
現
代
世
界
の
最
先
端
を
い
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
首
都
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
。
人
口
は
八
五
万
人
程
度
の
中
規
模
都
市
に
過
ぎ
な
い
が
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
二
〇
〇
〇
万
人
近
く
に
達
し
、
常
に
喧
騒
と
活
気
に
満
ち
て
い
る
。
世
界
経
済
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
た
一
七
世
紀
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
今
に
伝
え
、
豪
勢
な
建
築
の
立
ち
並
ぶ
中
心
部
の
運
河
地
区
は
、
二
〇
一
〇
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
国
際
的
な
注
目
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。
街
を
歩
け
ば
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
を
は
じ
め
、
各
国
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
る
。
中
心
地
区
か
ら
地
下
鉄
で
一
〇
分
程
度
で
到
着
す
る
ザ
イ
ダ
ス
地
区
に
は
、
モ
ダ
ン
な
高
層
ビ
ル
が
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、
金
融
機
関
な
ど
国
際
的
な
大
企
業
が
拠
点
を
置
い
て
い
る
。
最
近
論
説
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こ
の
ザ
イ
ダ
ス
が
注
目
を
集
め
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
予
定
に
伴
い
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
い
て
い
た
欧
州
医
薬
品
庁
（
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
移
転
先
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ザ
イ
ダ
ス
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
世
界
に
報
じ
ら
れ
た
と
き
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
医
薬
品
の
評
価
・
監
督
業
務
を
担
い
、
九
〇
〇
人
も
の
職
員
を
抱
え
る
大
規
模
国
際
機
関
で
あ
る
欧
州
医
薬
品
庁
の
移
転
先
候
補
地
に
は
、
約
二
〇
も
の
都
市
か
ら
名
乗
り
が
上
が
っ
た
。
そ
し
て
交
通
の
便
が
良
く
、
英
語
が
問
題
な
く
使
え
、
多
国
籍
部
隊
で
あ
る
職
員
た
ち
の
生
活
環
境
と
し
て
も
評
価
の
高
い
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
最
終
的
に
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
職
員
や
そ
の
家
族
が
移
住
す
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
は
、
欧
州
医
薬
品
庁
に
関
わ
る
各
国
の
製
薬
業
界
の
関
係
者
な
ど
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
足
し
げ
く
通
う
こ
と
に
な
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
国
際
的
な
経
済
活
動
の
中
軸
と
し
て
、
今
後
一
層
の
発
展
を
遂
げ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
し
て
の
華
や
か
な
姿
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
町
の
中
心
部
を
歩
い
て
気
付
く
こ
と
は
、
各
国
か
ら
集
ま
る
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
の
間
を
縫
う
よ
う
に
、
住
民
た
ち
も
普
段
着
で
街
を
歩
き
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
買
い
物
を
し
、
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
光
景
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
を
出
た
正
面
広
場
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
数
分
歩
け
ば
、
店
舗
や
オ
フ
ィ
ス
を
一
階
に
配
置
し
て
い
る
も
の
の
、
二
階
以
上
に
は
住
民
の
住
む
中
層
の
建
物
の
立
ち
並
ぶ
、
オ
ラ
ン
ダ
ら
し
い
都
市
風
景
が
始
ま
る
。
む
し
ろ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
と
生
活
世
界
の
併
存
な
の
だ
。
例
え
ば
こ
の
こ
と
は
、
東
京
駅
の
丸
の
内
口
を
出
た
正
面
広
場
で
、
近
所
に
住
む
普
段
着
の
地
元
住
民
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
少
し
歩
く
と
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
風
景
に
出
会
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
明
ら
か
だ
ろ
う
。
丸
の
内
に
住
宅
や
住
民
の
存
在
感
は
な
い
。
し
か
し
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
中
心
部
や
そ
の
周
辺
地
区
に
今
も
な
お
、
住
民
の
織
り
成
す
生
活
世
界
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
「
住
民
」
が
住
み
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
《論 説》
２
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
を
支
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
稿
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
地
域
団
体
の
存
在
に
注
目
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
支
え
る
の
は
、
今
も
根
付
く
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
社
会
を
眺
め
る
と
、
ま
た
別
の
風
景
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
特
に
本
稿
が
と
り
あ
げ
る
の
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
住
宅
協
会
（housing
association／w
oningcorporatie
）
と
社
会
住
宅
（
公
的
住
宅
）
の
展
開
で
あ
る
。
住
宅
協
会
は
、
主
に
一
般
向
け
の
賃
貸
住
宅
（
社
会
住
宅
）
を
建
設
・
供
給
し
、
管
理
を
行
う
民
間
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
民
間
団
体
で
は
あ
る
が
、
住
宅
を
通
じ
た
公
共
利
益
の
実
現
を
目
指
し
、
政
府
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
活
動
す
る
、
い
わ
ば
「
社
会
的
責
務
を
担
う
民
間
組
織
」
で
あ
る
（
オ
ウ
ヴ
ェ
ハ
ン
ド
＆
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン
、
二
〇
〇
九
）。
ま
た
社
会
住
宅
は
、
こ
の
よ
う
な
住
宅
協
会
や
自
治
体
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
、
広
義
の
公
営
住
宅
を
さ
す
。
貧
困
層
に
限
ら
ず
、
中
間
層
に
も
広
く
門
戸
を
開
放
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
は
、
住
宅
協
会
や
自
治
体
が
管
理
す
る
社
会
住
宅
の
占
め
る
比
率
が
、
先
進
国
で
も
群
を
抜
い
て
高
い
。
た
と
え
ば
一
九
九
三
年
時
点
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
日
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
社
会
住
宅
の
比
率
が
三
六
％
に
達
す
る
。
他
の
主
要
国
を
見
る
と
、
ド
イ
ツ
（
二
六
％
）
イ
ギ
リ
ス
（
二
四
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
一
七
％
）、
日
本
（
七
％
）、
イ
タ
リ
ア
（
六
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
が
際
立
っ
て
多
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
ろ
う
（
砂
原
、
二
〇
一
八
、
九
三
）。
こ
の
よ
う
に
住
宅
協
会
は
、
日
本
で
は
な
じ
み
が
薄
い
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
形
成
で
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
住
宅
協
会
が
最
も
集
中
し
、
精
力
的
に
活
動
し
て
き
た
の
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
だ
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
以
降
、
地
元
に
根
差
し
た
多
様
な
住
宅
協
会
が
社
会
住
宅
の
建
設
事
業
を
開
始
し
、
そ
の
活
動
は
す
で
に
一
〇
〇
年
以
上
住まいをめぐる政治
３
に
及
ぶ
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
代
表
す
る
地
域
団
体
と
い
え
よ
う
。
社
会
住
宅
建
設
の
主
力
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
住
宅
協
会
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
と
協
力
し
つ
つ
、
住
民
に
質
の
高
い
住
宅
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
街
区
を
一
体
と
し
て
開
発
し
て
優
れ
た
都
市
景
観
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
愛
着
を
も
っ
て
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る
住
環
境
を
保
証
し
て
き
た
。
さ
ら
に
住
宅
協
会
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
荒
廃
し
た
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
再
建
、
治
安
の
悪
化
し
た
郊
外
の
団
地
群
の
再
生
な
ど
、
都
市
再
生
事
業
で
も
主
体
的
に
活
動
し
、
今
日
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
発
展
を
支
え
て
き
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
現
在
も
普
段
着
の
地
元
住
民
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
住
宅
協
会
に
支
え
ら
れ
た
社
会
住
宅
の
存
在
が
大
き
い
。
以
下
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
住
宅
協
会
成
立
の
社
会
的
背
景
を
示
し
た
う
え
で
、
社
会
住
宅
建
設
の
展
開
を
検
討
す
る
（
第
一
節
）。
そ
の
う
え
で
、
住
宅
協
会
で
も
特
に
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
力
を
注
い
で
き
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
協
会
（
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
活
動
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
二
節
）。
国
際
的
に
名
高
い
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
再
生
事
業
も
、
そ
の
陰
の
立
役
者
は
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
だ
っ
た
（
第
三
節
）。
最
後
に
補
論
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
と
日
本
の
同
潤
会
住
宅
の
比
較
対
照
を
試
み
る
。
本
稿
が
、
今
も
な
お
住
民
が
誇
り
を
も
っ
て
住
む
町
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
形
成
を
知
る
う
え
で
、
重
要
な
補
助
線
を
知
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
第
一
節
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
事
情
と
住
宅
法
再
生
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
一
八
世
紀
に
は
経
済
的
に
沈
滞
し
、
共
和
国
期
の
栄
光
を
過
去
の
も
の
と
し
て
い
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
だ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
に
《論 説》
４
は
通
商
都
市
と
し
て
再
生
に
向
か
う
。
そ
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
初
代
国
王
、
ウ
ィ
レ
ム
一
世
だ
っ
た
。
彼
は
一
八
一
四
年
に
発
券
銀
行
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
銀
行
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
設
立
し
た
ほ
か
、
植
民
地
貿
易
の
独
占
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
優
遇
す
る
政
策
を
実
施
す
る
。
そ
の
代
表
格
が
大
ホ
ラ
ン
ト
運
河
（
ノ
ー
ル
ト
・
ホ
ラ
ン
ト
運
河
）
の
建
設
で
あ
る
（
一
八
二
四
年
）。
こ
の
運
河
は
、
デ
ン
・
ヘ
ル
デ
ル
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
結
ぶ
全
長
七
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
巨
大
運
河
で
あ
り
、
軍
艦
や
東
イ
ン
ド
貿
易
船
な
ど
の
大
型
船
の
航
行
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
北
海
を
通
じ
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
世
界
市
場
に
直
結
さ
せ
た
（
桜
田
、
二
〇
一
七
、
一
七
三
―
一
七
五
）。
翌
一
八
二
五
年
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
民
間
の
蒸
気
船
会
社
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
な
お
オ
ラ
ン
ダ
で
鉄
道
が
開
通
し
、
蒸
気
機
関
車
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
ハ
ー
ル
レ
ム
の
間
を
走
っ
た
の
は
一
八
三
九
年
で
あ
る
。
こ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
背
景
に
、
植
民
地
貿
易
も
活
発
化
し
た
。
一
八
三
〇
年
代
に
東
イ
ン
ド
で
導
入
さ
れ
た
強
制
栽
培
制
度
は
、
現
地
の
農
民
に
コ
ー
ヒ
ー
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
茶
、
タ
バ
コ
、
藍
な
ど
輸
出
用
作
物
を
強
制
的
に
作
ら
せ
、
植
民
地
政
庁
が
安
く
買
い
上
げ
る
悪
名
高
い
仕
組
み
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
作
物
は
、
ウ
ィ
レ
ム
一
世
が
一
八
二
四
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
設
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
に
輸
送
さ
れ
、
独
占
的
に
販
売
さ
れ
た
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
商
事
会
社
は
莫
大
な
利
益
を
上
げ
、
巨
額
の
利
益
を
国
庫
に
も
た
ら
し
た
（
佐
藤
、
二
〇
一
二
、
一
〇
四
―
一
〇
五
）。
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
世
界
的
な
通
商
都
市
と
し
て
復
活
を
遂
げ
る
。
東
イ
ン
ド
植
民
地
貿
易
の
自
由
化
が
進
展
し
、
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
（
一
八
六
九
年
）、
北
海
運
河
の
開
通
（
一
八
七
六
年
）
に
も
支
え
ら
れ
、
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
茶
を
軸
と
す
る
植
民
地
貿
易
は
大
幅
に
拡
大
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
設
立
（
一
八
七
一
年
）
を
は
じ
め
金
融
業
も
発
展
を
遂
げ
、
市
中
心
部
の
証
券
取
引
所
近
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
が
本
拠
を
構
え
た
。
ホ
テ
ル
、
飲
食
業
や
各
種
の
小
売
店
、
と
り
わ
け
百
貨
店
も
次
々
開
業
す
る
。
代
表
格
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
の
ベ
イ
エ
ン
コ
ル
フ
で
あ
る
。
住まいをめぐる政治
５
な
お
こ
の
一
八
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
代
表
す
る
豪
勢
な
建
築
物
が
次
々
と
出
現
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
、
国
立
美
術
館
、
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
郵
便
局
、
証
券
取
引
所
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
て
い
る
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,４１
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
工
業
部
門
も
発
展
し
た
。
市
内
に
は
造
船
業
、
製
糖
業
、
製
紙
業
な
ど
の
工
場
が
多
数
出
現
し
た
。
一
八
八
三
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
ガ
ス
工
場
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
西
部
地
区
で
建
設
さ
れ
、
ガ
ス
タ
ン
ク
が
立
ち
並
ん
だ
。
劣
悪
な
住
宅
事
情
こ
の
よ
う
な
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
経
済
発
展
を
背
景
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
労
働
者
が
多
数
流
入
し
、
市
内
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
一
八
六
〇
年
時
点
で
二
五
万
九
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
市
内
の
人
口
は
、
一
八
九
〇
年
に
四
三
万
一
〇
〇
〇
人
へ
と
激
増
し
た
。
市
内
に
は
住
民
が
溢
れ
、
住
宅
事
情
は
深
刻
化
す
る
。
大
人
数
の
家
族
が
狭
い
部
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
る
例
も
多
く
、
一
八
九
九
年
の
時
点
で
、
一
部
屋
に
五
人
以
上
住
む
住
宅
が
約
五
〇
〇
〇
軒
あ
っ
た
。
屋
根
裏
や
地
下
室
を
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
例
も
あ
り
、
一
九
〇
九
年
に
至
っ
て
も
地
下
室
住
宅
は
二
七
〇
〇
軒
を
数
え
た
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,１７
―２０
）。
中
心
地
区
（binnenstad
）
の
劣
悪
な
住
宅
事
情
は
、
特
に
際
立
っ
て
い
た
。
ヨ
ル
ダ
ー
ン
地
区
や
新
市
場
地
区
東
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
街
、
東
島
地
区
（O
ostelijke
E
ilanden
）
な
ど
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
日
当
た
り
は
悪
く
、
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
設
備
が
な
い
場
合
も
多
く
、
雨
が
降
る
と
地
下
室
住
宅
は
浸
水
し
た
。
同
時
代
の
高
名
な
社
会
主
義
者
の
ド
メ
ラ
・
ニ
ー
ウ
ェ
ン
ハ
イ
ス
は
こ
の
劣
悪
な
住
宅
事
情
を
批
判
し
、「
ネ
ズ
ミ
に
と
っ
て
は
理
想
的
な
住
ま
い
だ
ろ
う
が
、
人
が
住
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
断
罪
し
て
い
る
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,１９
）。
こ
の
深
刻
な
住
宅
不
足
に
対
応
し
、
一
九
世
紀
後
半
、
中
心
地
区
を
取
り
囲
む
環
状
地
帯
（gordel
）
に
新
た
に
九
〇
〇
ヘ
ク
《論 説》
６
タ
ー
ル
に
及
ぶ
住
宅
地
が
拡
張
さ
れ
、
多
数
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,２２
）。
そ
の
主
力
と
な
っ
た
の
が
、
悪
名
高
い
「
革
命
住
宅
（revolutiebouw
）」
で
あ
る
。
主
と
し
て
該
当
す
る
地
区
は
、
ス
タ
ー
ツ
リ
ー
デ
ン
地
区
（Staatslieden-
buurt
）、
キ
ン
ケ
ル
地
区
（K
inkerbuurt
）、
ペ
イ
プ
地
区
（de
Pijp
）、
ダ
ペ
ル
地
区
（de
D
apperbuurt
）
で
あ
る
。
「
革
命
住
宅
」
と
い
う
勇
ま
し
い
呼
称
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
住
宅
が
「
革
命
的
」
で
あ
っ
た
の
は
、
住
宅
と
し
て
の
質
が
大
幅
に
向
上
し
た
か
ら
で
は
な
い
。
こ
の
革
命
住
宅
は
、
一
九
世
紀
末
に
建
設
さ
れ
た
、
安
普
請
の
突
貫
工
事
に
よ
る
住
宅
群
を
主
に
指
し
て
お
り
、
そ
の
工
事
の
急
ぎ
ぶ
り
が
「
革
命
的
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１２
,１４
）。
建
築
主
は
商
人
な
ど
個
人
の
家
主
が
多
く
、
一
九
世
紀
後
半
に
発
達
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
銀
行
か
ら
の
借
入
金
で
賃
貸
用
住
宅
を
積
極
的
に
建
設
し
た
。
し
か
し
年
利
七
・
五
％
に
及
ぶ
利
息
の
支
払
い
を
賄
う
た
め
、
限
ら
れ
た
土
地
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
時
と
し
て
劣
悪
な
資
材
が
使
用
さ
れ
、
完
成
す
る
そ
ば
か
ら
崩
落
す
る
革
命
住
宅
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
環
状
地
帯
に
は
、
三
―
四
階
建
て
の
狭
苦
し
い
集
合
住
宅
が
密
集
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
住
宅
数
は
二
〇
〇
戸
前
後
に
及
び
、
旧
ペ
イ
プ
地
区
で
は
二
三
〇
戸
に
達
し
た
（D
e
Liagre
B
o¨hl, ２０１０
,２３
）。
上
下
水
道
が
設
置
さ
れ
た
ぶ
ん
中
心
地
区
よ
り
改
善
し
た
も
の
の
、
住
宅
が
ぎ
っ
し
り
建
て
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
住
環
境
は
依
然
と
し
て
劣
悪
だ
っ
た
。
後
に
一
九
〇
九
年
に
革
命
住
宅
を
主
た
る
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
調
査
報
告
で
は
、
革
命
住
宅
は
ア
ル
コ
ー
ブ
（
壁
を
へ
こ
ま
せ
て
小
寝
室
な
ど
を
作
っ
た
空
間
）
が
多
く
、
日
照
不
足
で
風
通
し
が
悪
く
、
結
核
な
ど
の
伝
染
病
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
都
市
改
革
に
情
熱
を
燃
や
し
、
こ
の
調
査
報
告
を
ま
と
め
上
げ
た
テ
ル
・
ミ
ュ
ー
レ
ン
（Johanna
ter
M
eulen
）、
ケ
プ
ラ
ー
（A
rie
K
eppler
）、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
ク
（Jan
E
rnst
van
der
Pek
）
ら
は
、
「
住
民
た
ち
が
こ
の
上
も
な
い
ほ
ど
非
衛
生
的
な
方
法
で
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
個
別
の
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
、
都
市
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
革
命
住
宅
の
無
規
律
な
拡
大
は
問
題
だ
っ
た
。
路
地
は
狭
く
、
住まいをめぐる政治
７
広
場
や
子
ど
も
の
遊
び
場
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
人
口
の
集
中
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
深
刻
な
住
宅
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
の
間
、政
府
や
市
当
局
は
こ
の
劣
悪
な
住
宅
環
境
、都
市
環
境
を
放
置
し
、革
命
住
宅
の
拡
大
に
も
無
策
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
一
九
世
紀
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
抱
え
た
都
市
問
題
、
特
に
公
衆
衛
生
の
問
題
に
関
わ
っ
た
都
市
改
革
者
と
し
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
サ
ル
フ
ァ
ー
テ
ィ
（Sam
uelSarphati
）
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
生
ま
れ
、
同
胞
た
ち
の
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
熟
知
し
て
い
た
彼
は
、
長
じ
て
医
師
と
な
り
、
都
市
の
衛
生
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
彼
は
、
民
間
人
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
ゴ
ミ
収
集
事
業
を
開
始
し
た
ほ
か
、
商
業
学
校
や
ア
ム
ス
テ
ル
ホ
テ
ル
の
設
立
に
も
関
わ
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
を
展
開
し
、
一
九
世
紀
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
代
表
す
る
改
革
者
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
（H
agoort,２０１３
）。
サ
ル
フ
ァ
ー
テ
ィ
自
身
は
生
き
て
見
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
の
理
念
は
、
二
〇
世
紀
に
入
り
大
規
模
に
進
め
ら
れ
た
社
会
住
宅
建
設
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
住
宅
法
の
成
立
こ
の
貧
困
な
住
宅
事
情
を
反
転
さ
せ
、
二
〇
世
紀
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
充
実
し
た
社
会
住
宅
の
「
メ
ッ
カ
」
に
押
し
上
げ
た
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
〇
一
年
に
成
立
し
た
住
宅
法
で
あ
る
。
こ
の
住
宅
法
成
立
の
背
景
に
は
、
住
宅
問
題
、
都
市
問
題
の
解
決
に
尽
力
す
る
知
識
人
や
政
治
家
た
ち
の
尽
力
が
あ
っ
た
。
中
で
も
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
、
一
八
九
六
年
、
社
会
改
革
志
向
の
「
公
共
利
益
促
進
協
会
」
が
『
民
衆
の
住
宅
問
題
（het
vraagstuk
der
V
olkshuisvesting
）』
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
労
働
者
層
の
深
刻
な
住
宅
問
題
に
注
意
を
喚
起
し
た
う
え
で
、
政
府
が
住
宅
問
題
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
労
働
者
層
に
安
価
で
良
質
の
住
宅
を
《論 説》
８
提
供
す
る
た
め
、
住
宅
建
設
に
関
わ
る
非
営
利
団
体
に
財
政
支
援
を
行
う
な
ど
の
様
々
な
手
段
を
と
る
こ
と
を
訴
え
た
。
結
果
的
に
は
、
こ
の
報
告
書
に
沿
う
か
た
ち
で
住
宅
法
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
住
宅
法
は
、
以
下
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
の
住
宅
政
策
に
決
定
的
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
（
角
橋
、
二
〇
〇
九
、
四
八
―
五
二
）。
第
一
点
は
、
建
築
に
か
か
る
自
治
体
の
介
入
を
明
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
住
宅
法
は
、
自
治
体
が
建
築
条
例
を
作
成
し
、
い
か
な
る
建
築
も
当
該
建
築
条
例
に
従
っ
て
建
築
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
新
築
や
改
築
に
さ
い
し
て
は
自
治
体
に
よ
る
建
築
許
可
を
必
須
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
ま
た
劣
悪
な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
所
有
者
に
改
善
命
令
を
出
し
た
り
、「
不
適
格
住
宅
」
に
指
定
し
た
う
え
で
、
居
住
者
を
立
ち
退
か
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
住
宅
建
設
に
必
要
な
土
地
を
自
治
体
が
収
用
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
第
二
点
は
、
都
市
計
画
の
実
施
を
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
自
治
体
は
市
街
地
に
つ
い
て
、
建
築
制
限
区
域
や
建
築
禁
止
区
域
を
も
う
け
る
こ
と
で
、
秩
序
あ
る
都
市
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
人
口
一
万
人
以
上
、
あ
る
い
は
人
口
増
加
の
著
し
い
自
治
体
は
、
都
市
拡
張
計
画
を
策
定
し
、
一
定
期
間
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
は
都
市
計
画
を
主
体
的
に
構
想
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
道
路
・
運
河
・
広
場
・
公
園
な
ど
の
用
地
を
確
保
し
、
ま
た
住
宅
地
や
工
場
地
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
計
画
的
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
道
が
開
か
れ
た
。
こ
の
住
宅
法
の
提
供
す
る
枠
組
み
の
も
と
、
後
に
実
現
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
大
規
模
な
都
市
計
画
と
し
て
は
、
国
際
的
に
著
名
な
建
築
家
で
あ
る
ベ
ル
ラ
ー
ヘ
が
作
成
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
計
画
（
一
九
一
七
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
（
角
橋
、
二
〇
〇
九
、
五
三
―
五
五
）。
こ
の
よ
う
に
住
宅
法
は
、
自
治
体
を
主
体
と
し
た
建
築
規
制
と
都
市
計
画
を
制
度
化
す
る
こ
と
で
、
住
宅
の
質
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
無
規
律
な
都
市
開
発
を
防
止
し
、
秩
序
あ
る
都
市
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
住まいをめぐる政治
９
第
三
点
と
し
て
、
本
稿
の
関
連
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
住
宅
法
が
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
住
宅
供
給
を
担
う
民
間
非
営
利
団
体
へ
の
財
政
支
援
の
枠
組
み
を
創
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
宅
供
給
自
体
は
民
間
に
委
ね
つ
つ
、
政
府
は
財
政
支
援
と
監
督
を
担
う
、
二
〇
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
住
宅
政
策
の
枠
組
み
が
築
か
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
核
を
担
っ
た
の
が
、
非
営
利
団
体
で
あ
る
住
宅
協
会
で
あ
る
。
資
金
力
に
乏
し
い
住
宅
協
会
が
多
数
の
集
合
住
宅
（
社
会
住
宅
）
を
建
設
し
、
二
一
世
紀
の
現
在
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
相
貌
に
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
住
宅
法
に
基
づ
く
次
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
（Stissi,２００７
,１７
―１９
）。
社
会
住
宅
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
宅
協
会
は
政
府
か
ら
五
〇
年
を
返
済
期
間
と
す
る
低
利
融
資
を
受
け
、
建
設
資
金
を
賄
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
さ
い
、
手
持
ち
資
金
や
保
証
金
、
抵
当
権
の
設
定
も
不
要
だ
っ
た
。
住
宅
協
会
は
建
設
を
計
画
す
る
時
点
で
、
資
産
を
持
つ
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
団
体
で
も
政
府
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
該
団
体
が
非
営
利
で
あ
る
こ
と
、
住
宅
供
給
を
も
っ
ぱ
ら
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
満
た
し
、
認
定
団
体
と
な
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し
、
晴
れ
て
認
定
団
体
と
な
っ
た
住
宅
協
会
は
、
社
会
住
宅
を
建
設
す
る
土
地
を
確
保
し
、
建
築
計
画
を
策
定
し
た
う
え
で
、
市
議
会
に
融
資
の
申
請
を
行
う
。
市
議
会
が
申
請
を
認
め
る
と
、
書
類
は
政
府
に
回
り
、
政
府
・
市
当
局
・
住
宅
協
会
の
間
の
調
整
・
協
議
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
最
終
的
に
政
府
か
ら
長
期
低
利
融
資
が
実
施
さ
れ
、
建
設
に
こ
ぎ
つ
け
る
の
で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
八
月
に
住
宅
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
住
宅
法
の
枠
組
み
を
活
用
し
て
社
会
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、
住
宅
協
会
設
立
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
の
最
大
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
首
都
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
縁
の
あ
る
政
治
家
た
ち
も
、
積
極
的
に
住
宅
法
成
立
を
後
押
し
し
た
。
特
に
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
一
年
《論 説》
１０
に
首
班
を
務
め
、
進
歩
派
の
自
由
主
義
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
立
法
を
実
現
さ
せ
た
ピ
ー
ル
ソ
ン
（N
icolaas
Pirson
）
が
そ
の
一
人
で
あ
る
。
自
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
出
身
で
あ
り
（
ピ
ー
ル
ソ
ン
一
族
は
銀
行
家
や
大
商
人
、
牧
師
な
ど
を
輩
出
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
名
家
だ
っ
た
）、
労
働
者
の
住
宅
問
題
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
た
ピ
ー
ル
ソ
ン
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
労
働
者
住
宅
建
築
協
会
の
設
立
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
彼
は
住
宅
法
の
法
案
審
議
の
際
、「
政
府
の
介
入
な
く
し
て
、
住
宅
事
情
の
改
善
は
あ
り
え
な
い
」
と
主
張
し
、
法
案
の
成
立
を
訴
え
た
。「
社
会
的
公
正
の
内
閣
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
ピ
ー
ル
ソ
ン
内
閣
の
も
と
で
住
宅
法
が
成
立
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
事
情
を
大
き
く
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
い
（V
an
Schie,２００５
,２９
;
D
e
Liagre
B
o¨hl, ２０１０
,２９
）。
住
宅
協
会
の
叢
生
さ
て
一
九
〇
九
年
以
降
に
な
る
と
、
住
宅
法
に
基
づ
く
社
会
住
宅
建
設
が
本
格
化
す
る
。
こ
の
時
期
建
設
さ
れ
た
の
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
北
部
地
区
（A
m
sterdam
-N
oord
）、
ス
パ
ー
ル
ン
ダ
メ
ル
地
区
、
デ
・
ペ
イ
プ
地
区
南
部
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
地
区
、
東
イ
ン
ド
地
区
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
地
区
（A
m
sterdam
-Zuid
）
な
ど
で
あ
る
。
先
に
革
命
住
宅
の
建
設
さ
れ
た
環
状
地
帯
よ
り
、
さ
ら
に
外
縁
部
に
建
設
さ
れ
た
例
が
多
い
。
建
設
の
最
盛
期
は
戦
間
期
、
特
に
一
九
二
〇
年
代
で
あ
り
、
毎
年
五
〇
〇
〇
戸
か
ら
八
〇
〇
〇
戸
の
社
会
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
な
か
で
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
一
九
〇
三
年
に
発
足
し
た
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
住
宅
協
会
（R
ochdale
）
で
あ
る
。「
広
く
て
心
地
よ
い
住
ま
い
は
、
生
活
の
基
本
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
市
職
員
、
特
に
現
業
労
働
者
層
に
良
質
で
安
価
な
住
宅
を
目
的
と
し
た
。
発
起
人
は
、
市
電
の
車
掌
を
務
め
て
い
た
フ
リ
メ
ル
フ
ェ
ー
ン
（H
endrik
G
lim
m
erveen
）、
市
電
運
転
手
の
ル
ー
ラ
ン
ト
（Pieter
R
oeland
）
ら
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
の
住
宅
に
住
め
る
の
は
当
初
は
市
職
員
に
限
定
住まいをめぐる政治
１１
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
以
降
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
民
な
ら
だ
れ
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
は
、
市
議
会
の
賛
成
を
取
り
付
け
、
国
か
ら
二
六
万
ギ
ル
ダ
ー
の
融
資
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
、
一
九
〇
九
年
、
ス
タ
ー
ツ
リ
ー
デ
ン
地
区
（Staatslieden-
buurt
）
の
フ
ァ
ン
・
ブ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
通
り
（V
an
B
eun-
ingenstraat
）
に
最
初
の
社
会
住
宅
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
充
実
し
た
設
備
に
あ
っ
た
。
家
族
そ
れ
ぞ
れ
に
寝
室
が
備
え
ら
れ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
、
戸
棚
、
ガ
ス
を
完
備
し
た
こ
の
社
会
住
宅
は
、「
労
働
者
宮
殿
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
同
様
に
住
宅
法
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
社
会
住
宅
建
設
に
取
り
組
ん
だ
初
期
の
住
宅
協
会
と
し
て
は
、以
下
の
も
の
が
あ
る（
表
１
を
参
照
）。ま
ず
社
会
主
義
系
の
住
宅
協
会
と
し
て
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
（R
ochdale
）
の
ほ
か
、
デ
・
ダ
ー
ヘ
ラ
ー
ト
（D
e
D
ageraad
）。
労
働
運
動
を
背
景
と
し
た
エ
イ
ヘ
ン
・
ハ
ー
ル
ト
（E
igen
H
aard
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
と
し
て
東
部
住
宅
協
会
（H
et
表１ アムステルダムの主な住宅協会と建設された社会住宅数（１９２５年
まで）
住 宅 数
１，３６５
３８１
１，０７８
２，０６７
７３０
１，２８７
６９３
５９３
５６４
２９８
３６８
８０１
１２，０７３
出典：De tot en met１９２５woningbouwverenigingen gebouwde woningwetwoningen.
住 宅 協 会
ロヒダーレ
スハープマン
エイヘン・ハールト
総合住宅協会
西部協会
パトリモニウム
東部協会
手工業者友の会
アムステルダム南部協会
デ・ダーヘラート
「夏は戸外で」
「われらが住まい」
認 定 年
１９０６
１９０９
１９１０
１９１０
１９１１
１９１１
１９１２
１９１２
１９１２
１９１７
１９１７
１９１７
総計
（他の住宅協会も含む）
《論 説》
１２
O
osten
）、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
し
て
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
（Patrim
onium
）。
さ
ら
に
ユ
ダ
ヤ
系
と
し
て
手
工
業
者
友
の
会
（H
andw
erkers
V
rindenkring
）（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,３０
）。
こ
れ
ら
の
多
様
な
住
宅
協
会
設
立
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
一
九
世
紀
以
来
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
貧
困
層
向
け
の
団
体
の
活
動
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
、
ル
タ
ー
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ユ
ダ
ヤ
系
な
ど
、
宗
派
ご
と
に
救
貧
団
体
が
活
動
し
、
貧
困
家
庭
を
金
銭
的
に
支
援
し
、
孤
児
院
や
養
老
院
、
寡
婦
院
な
ど
を
運
営
し
た
。
各
宗
派
は
一
九
世
紀
を
通
じ
、
む
し
ろ
市
当
局
に
よ
る
介
入
を
拒
み
、
自
前
の
救
貧
活
動
を
維
持
す
る
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
た
（van
Leeuw
en,２０００
,４９
―５３
）。
い
わ
ば
メ
ン
バ
ー
の
生
活
支
援
を
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
こ
の
伝
統
の
う
え
に
、
今
度
は
メ
ン
バ
ー
に
住
宅
を
提
供
す
る
住
宅
協
会
の
速
や
か
な
出
現
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
一
九
一
五
年
に
新
設
さ
れ
た
市
住
宅
政
策
課
（G
em
eentelijke
W
oningdienst
）
を
通
じ
、
市
当
局
自
ら
も
社
会
住
宅
の
建
設
に
乗
り
出
し
、
戦
間
期
に
約
一
万
一
千
戸
を
建
設
し
て
い
る
。
住
宅
協
会
の
社
会
住
宅
が
主
と
し
て
労
働
組
合
員
や
信
徒
な
ど
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
所
属
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
毎
週
の
家
賃
支
払
い
に
耐
え
ら
れ
る
中
下
層
の
労
働
者
層
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
層
に
適
切
に
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
市
当
局
に
よ
る
社
会
住
宅
建
設
の
狙
い
と
さ
れ
た
（Steinm
etz,２０１６
,３２
―３３
）。
市
当
局
、
市
政
に
よ
る
協
力
こ
の
よ
う
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
住
宅
協
会
主
導
の
社
会
住
宅
建
設
が
進
ん
だ
こ
と
を
考
え
る
際
、
そ
こ
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
、
市
政
の
協
力
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
一
九
一
五
年
か
ら
二
一
年
ま
で
市
長
を
務
め
た
テ
レ
ヘ
ン
（J.W
.C
.T
ellegen
）。
彼
は
一
九
〇
一
年
、
住
宅
法
に
対
応
し
住まいをめぐる政治
１３
て
新
設
さ
れ
た
建
築
・
住
宅
監
督
課
の
課
長
と
し
て
抜
擢
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
建
築
条
例
の
策
定
に
取
り
組
み
、
社
会
住
宅
建
設
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
の
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
。
そ
し
て
社
会
住
宅
建
設
の
文
字
通
り
中
核
と
し
て
活
動
し
た
市
職
員
が
、
ケ
プ
ラ
ー
（A
rie
K
eppler
）
で
あ
る
。
彼
は
一
九
〇
五
年
か
ら
テ
レ
ヘ
ン
の
部
下
と
し
て
建
築
・
住
宅
監
督
課
に
勤
務
し
た
の
ち
、
一
九
一
五
年
に
は
新
設
の
住
宅
政
策
課
の
課
長
に
就
任
し
た
が
、
そ
の
後
、
実
に
一
九
三
七
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
て
社
会
住
宅
の
建
設
に
取
り
く
ん
だ
。
彼
は
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
、
労
働
者
住
宅
協
会
（D
e
A
rbeidersw
oing
）
な
ど
各
種
の
住
宅
協
会
の
設
立
に
協
力
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
安
全
衛
生
委
員
会
、
美
観
委
員
会
な
ど
住
宅
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
。
労
働
者
に
人
間
ら
し
い
住
環
境
を
保
証
す
る
こ
と
に
強
い
情
熱
を
抱
き
、
全
身
全
霊
を
住
宅
建
設
と
い
う
「
聖
な
る
使
命
」
に
捧
げ
た
ケ
プ
ラ
ー
は
、
そ
の
激
情
ゆ
え
に
疎
ま
れ
も
し
た
が
、
そ
の
熱
意
は
多
く
の
人
を
動
か
し
た
。
先
に
紹
介
し
た
、
一
九
〇
九
年
に
革
命
住
宅
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
報
告
で
、
そ
の
住
環
境
の
劣
悪
さ
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
中
心
人
物
の
一
人
も
、
ケ
プ
ラ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
テ
レ
ヘ
ン
と
ケ
プ
ラ
ー
に
は
、
い
ず
れ
も
デ
ル
フ
ト
工
科
専
門
学
校
（
の
ち
の
デ
ル
フ
ト
工
科
大
学
）
で
学
び
、
そ
こ
で
経
済
学
者
の
ペ
ー
ケ
ル
ハ
ー
リ
ン
グ
教
授
（B
altus
Pekelharing
）
の
薫
陶
を
受
け
た
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。
ペ
ー
ケ
ル
ハ
ー
リ
ン
グ
は
、
一
九
世
紀
末
の
社
会
問
題
、
特
に
都
市
に
お
け
る
劣
悪
な
住
宅
事
情
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
講
義
や
自
宅
で
開
い
た
研
究
会
を
通
じ
、
多
く
の
学
生
の
問
題
意
識
を
喚
起
し
た
人
物
だ
っ
た
。
そ
の
ペ
ー
ケ
ル
ハ
ー
リ
ン
グ
の
周
り
に
集
っ
た
学
生
た
ち
の
中
か
ら
、
後
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
で
社
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
政
治
家
や
官
僚
、
建
築
家
た
ち
が
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
（Steinm
etz,２０１６
,２３
―２７
）。
さ
ら
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
政
治
家
と
し
て
住
宅
建
設
に
尽
力
し
た
の
が
、
ウ
ィ
バ
ウ
ト
（F
loor
W
ibaut
）
で
あ
る
。
彼
は
社
会
民
主
労
働
者
党
の
市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
で
活
動
し
た
の
ち
、
一
九
一
四
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
初
代
の
住
宅
政
策
担
当
副
市
《論 説》
１４
長
に
就
任
し
た
。
デ
ル
フ
ト
の
ペ
ー
ケ
ル
ハ
ー
リ
ン
グ
教
授
と
も
親
し
く
、
ま
た
ウ
ィ
バ
ウ
ト
の
妻
の
妹
が
ケ
プ
ラ
ー
と
結
婚
す
る
な
ど
、
デ
ル
フ
ト
人
脈
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
（Steinm
etz,２０１６
,２６
―３０
）。
彼
も
ケ
プ
ラ
ー
同
様
、
労
働
者
住
宅
協
会
な
ど
の
住
宅
協
会
の
設
立
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
副
市
長
と
し
て
、
社
会
住
宅
建
設
を
自
ら
手
掛
け
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
住
宅
政
策
課
を
新
設
し
、
初
代
課
長
に
ケ
プ
ラ
ー
を
据
え
た
の
も
彼
だ
っ
た
。
ウ
ィ
バ
ウ
ト
は
住
宅
政
策
担
当
副
市
長
の
の
ち
、
一
九
三
一
年
ま
で
財
政
担
当
の
副
市
長
を
歴
任
す
る
な
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
市
政
の
中
核
を
担
い
、
社
会
住
宅
建
設
を
物
心
両
面
で
支
え
る
こ
と
に
な
る
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,３２
）。
さ
て
先
に
述
べ
た
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
に
よ
っ
て
フ
ァ
ン
・
ブ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
通
り
に
建
設
さ
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
最
初
の
社
会
住
宅
は
、
一
九
〇
九
年
一
〇
月
に
完
成
し
、
盛
大
に
祝
典
が
開
催
さ
れ
た
。
各
界
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ト
イ
レ
や
キ
ッ
チ
ン
、
ガ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
の
設
備
の
充
実
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
各
戸
に
は
屋
根
裏
の
収
納
空
間
、
さ
ら
に
棚
付
き
の
バ
ル
コ
ニ
ー
も
備
え
ら
れ
、
ま
さ
に
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
あ
っ
た
。
市
職
員
と
し
て
、
ま
た
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
建
設
に
尽
力
し
た
ケ
プ
ラ
ー
は
、
こ
の
社
会
住
宅
完
成
を
称
賛
す
る
論
稿
を
発
表
し
、
そ
の
特
徴
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
彼
は
「
こ
の
住
宅
は
、
四
階
建
て
と
い
う
点
で
は
従
来
の
周
辺
の
住
宅
と
同
様
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
全
く
違
う
」
と
し
て
意
義
を
力
説
し
て
い
る
。（Stissi,２００７
,３９
―４４
）。
社
会
住
宅
の
「
メ
ッ
カ
」
へ
こ
れ
以
後
、
各
住
宅
協
会
が
競
う
よ
う
に
社
会
住
宅
の
建
設
に
取
り
く
み
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
社
会
住
宅
の
「
メ
ッ
カ
」
の
座
に
押
し
上
げ
た
。
陸
続
と
建
設
さ
れ
た
社
会
住
宅
は
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
快
適
な
住
宅
を
提
供
し
た
の
み
な
ら
ず
、
街
並
み
づ
く
り
と
い
う
点
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
街
路
は
広
く
、
要
所
要
所
に
広
場
や
公
園
が
配
置
さ
れ
、
学
校
や
教
会
住まいをめぐる政治
１５
な
ど
、
公
共
の
施
設
の
た
め
の
場
所
も
確
保
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
今
も
往
時
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
っ
子
の
住
ま
い
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
例
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
ス
パ
ー
ル
ン
ダ
メ
ル
地
区
に
建
設
さ
れ
た
、
現
在
は
国
指
定
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ザ
ー
ン
ホ
フ
（Zaanhof
）
で
あ
る
。
広
い
中
庭
を
、
長
方
形
に
配
置
さ
れ
た
低
層
の
住
宅
群
が
取
り
囲
む
こ
の
ザ
ー
ン
ホ
フ
に
は
、
伝
統
的
な
オ
ラ
ン
ダ
の
町
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
が
あ
る
。
木
骨
造
り
風
の
切
妻
屋
根
、
四
隅
に
配
置
さ
れ
た
中
世
を
想
起
さ
せ
る
塔
、
ア
ー
チ
型
の
門
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
（
写
真
１
）。「
西
部
協
会
」
と
い
う
左
派
系
の
住
宅
協
会
が
建
設
し
、
建
築
家
は
ワ
レ
ン
カ
ン
プ
（H
.J.M
.W
al-
lenkam
p
）。
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
。
広
く
緑
の
あ
る
中
庭
は
、
労
働
者
や
家
族
の
だ
ん
ら
ん
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
。
し
か
も
中
庭
は
外
部
の
人
に
も
開
放
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
と
市
民
の
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
た
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,１０７
）。
た
だ
当
初
は
、
ワ
レ
ン
カ
ン
プ
の
こ
だ
わ
り
の
発
揮
さ
れ
た
ザ
ー
ン
ホ
フ
建
築
計
画
に
対
し
、「
贅
沢
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
市
の
美
観
委
員
会
で
批
判
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
（Stissi,２００７
,１０２
）。
し
か
し
結
果
と
し
て
ザ
ー
ン
ホ
フ
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
街
並
み
と
し
て
保
持
さ
れ
、
完
成
以
来
一
〇
〇
年
を
経
て
今
も
息
づ
い
て
い
る
。
写真１ ザーンホフを特徴づけるアーチ型の
門。「西部協会１９１９年」と記されてい
る。筆者撮影
《論 説》
１６
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
と
「
船
」
次
に
挙
げ
る
の
が
、「
船
（H
et
Schip
）」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
、
ス
パ
ー
ル
ン
ダ
メ
ル
地
区
の
社
会
住
宅
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
が
特
に
国
際
的
な
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
特
に
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
建
築
家
た
ち
が
社
会
住
宅
の
建
設
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
芸
術
的
と
も
い
え
る
集
合
住
宅
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
建
築
家
た
ち
は
、
建
築
の
刷
新
と
社
会
改
革
に
意
欲
を
持
つ
、
若
く
野
心
的
な
人
々
だ
っ
た
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
影
響
を
受
け
、
曲
が
っ
た
線
や
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
駆
使
し
、
華
麗
な
装
飾
や
彫
刻
品
を
備
え
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
社
会
住
宅
は
、
改
修
を
経
て
現
在
も
そ
の
多
く
が
残
さ
れ
て
お
り
、
世
界
中
か
ら
見
学
者
が
引
き
も
切
ら
な
い
な
か
で
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
代
表
格
と
し
て
名
を
遺
し
た
人
物
が
、
ミ
ヒ
ー
ル
・
デ
・
ク
レ
ル
ク
（M
ichielde
K
lerk
）
で
あ
る
。
貧
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
に
育
ち
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
劣
悪
な
住
宅
事
情
を
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
彼
は
、
住
宅
建
設
を
通
じ
て
社
会
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
し
、
一
九
二
三
年
、
三
九
歳
の
若
さ
で
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
短
期
間
の
う
ち
に
多
く
の
歴
史
に
残
る
建
築
を
生
み
出
し
て
い
る
。
デ
・
ク
レ
ル
ク
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
「
船
（H
et
Schip
）」
で
あ
る
。
国
指
定
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
エ
イ
ヘ
ン
・
ハ
ー
ル
ト
住
宅
協
会
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
一
九
二
一
年
に
完
成
し
た
。
総
工
費
は
九
三
万
ギ
ル
ダ
ー
で
、
当
初
時
点
で
は
、
週
当
た
り
の
家
賃
は
平
均
四
・
七
九
ギ
ル
ダ
ー
。
先
の
ザ
ー
ン
ホ
フ
の
向
か
い
に
位
置
し
、
ザ
ー
ン
ホ
フ
が
長
方
形
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
船
」
は
三
角
形
と
な
っ
て
い
る
。
三
角
形
の
三
辺
に
は
、
辺
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
意
匠
を
凝
ら
し
た
住
宅
が
立
ち
並
ん
だ
。
そ
の
一
角
に
は
郵
便
局
が
配
置
さ
れ
た
（
現
在
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
）。
総
戸
数
は
約
一
〇
〇
戸
で
住まいをめぐる政治
１７
あ
り
、
集
会
所
も
併
設
さ
れ
た
。
見
た
目
が
ガ
レ
オ
ン
船
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
船
」
の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
こ
の
「
船
」
を
視
覚
的
に
特
徴
づ
け
、
国
際
的
に
知
ら
し
め
た
も
の
が
、
西
側
の
入
口
に
配
置
さ
れ
た
、
一
見
教
会
を
思
わ
せ
る
尖
塔
で
あ
る
（
写
真
２
）。
建
築
史
研
究
者
の
ス
テ
ィ
ッ
シ
は
、
こ
の
塔
を
「
視
覚
的
な
中
心
点
」
と
し
、「
遠
方
か
ら
も
容
易
に
認
識
可
能
」
な
こ
の
塔
が
、
「
住
棟
全
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
証
す
る
」
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
（Stissi,２００７
,１６２
―１６３
）。
線
路
沿
い
に
あ
り
、
鉄
道
か
ら
も
ま
じ
か
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
船
」
の
尖
塔
は
、
ま
さ
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
の
存
在
を
内
外
に
高
ら
か
に
示
す
、
文
字
通
り
の
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
港
湾
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
と
り
わ
け
海
辺
に
位
置
す
る
ス
パ
ー
ル
ン
ダ
メ
ル
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
作
品
は
、
社
会
住
宅
に
限
ら
れ
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
地
区
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
北
部
地
区
な
ど
で
は
、
そ
の
代
表
的
作
品
が
今
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
南
部
地
区
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
（
建
築
家
は
ヤ
ン
・
ウ
ィ
リ
ス
（Jan
W
ils
））、
旧
「
航
海
の
館
（Scheepvaarthuis
）」（
建
築
家
は
ヨ
ハ
ン
・
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
メ
イ
（Johan
M
elchior
van
der
M
ey
））
な
ど
が
あ
り
、
北
部
地
区
で
は
ピ
ー
ト
・
ク
ラ
メ
ル
（Piet
K
ram
er
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
橋
が
数
多
く
設
置
さ
れ
た
（D
e
Liagre
B
o¨hl,２０１０
,３４
）。
写真２ ミヒール・デ・クレルクの代表作、
「船」のシンボルである塔。筆者撮影
《論 説》
１８
夢
の
競
演
―
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
地
区
―
最
後
に
紹
介
す
る
の
が
、
デ
・
ペ
イ
プ
南
部
に
位
置
し
、
広
い
街
並
み
が
一
体
と
し
て
今
も
保
存
さ
れ
て
い
る
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
地
区
（
直
訳
す
れ
ば
「
協
働
地
区
」）
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
、
も
と
も
と
ベ
ル
ラ
ー
ヘ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
計
画
に
由
来
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
方
形
の
街
区
に
、
一
二
棟
の
住
棟
が
整
然
と
左
右
対
称
に
配
置
さ
れ
、「
協
働
の
中
庭
」
も
二
つ
設
置
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
も
屈
指
の
景
観
を
誇
る
社
会
住
宅
地
区
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
計
画
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
完
成
し
た
（Stissi,２００７
,２１６
―２２４
）。
こ
の
地
区
は
、
全
体
計
画
の
枠
内
で
、
各
住
棟
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
住
宅
協
会
に
割
り
振
ら
れ
、
そ
し
て
各
住
宅
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
有
力
な
建
築
家
に
設
計
を
依
頼
し
て
完
成
し
た
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
い
わ
ば
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
建
築
家
た
ち
の
「
夢
の
競
演
」
の
舞
台
と
も
言
え
よ
う
か
。
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
地
区
の
名
称
も
、
協
働
を
意
味
す
る
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
（coo¨pe-
ratie
）
に
由
来
す
る
。
ま
さ
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
、
そ
し
て
意
欲
的
な
建
築
家
た
ち
の
協
働
の
賜
物
と
し
て
出
現
し
た
街
並
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
地
区
で
住
宅
を
建
設
し
た
住
宅
協
会
は
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
協
会
、
ス
ハ
ー
プ
マ
ン
博
士
協
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
系
）、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
）、「
わ
れ
ら
が
住
ま
い
」、
デ
・
ダ
ー
ヘ
ラ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
や
ア
写真３ コオペラーツィ地区のメインスト
リートであるP.L. タック通り。筆者撮影
住まいをめぐる政治
１９
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
協
会
は
建
築
家
と
し
て
フ
ル
デ
ン
と
ヘ
ル
ト
マ
ー
ケ
ル
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
カ
イ
ペ
ル
ス
と
イ
ン
グ
ウ
ェ
ル
セ
ン
、
ス
ハ
ー
プ
マ
ン
博
士
協
会
は
レ
イ
ン
ヤ
と
カ
イ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
設
計
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
わ
れ
ら
が
住
ま
い
」
や
デ
・
ダ
ー
ヘ
ラ
ー
ト
が
依
頼
し
た
の
が
、
前
述
の
「
船
」
で
知
ら
れ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
デ
・
ク
レ
ル
ク
、
お
よ
び
そ
の
仲
間
の
ク
ラ
メ
ル
だ
っ
た
。
写
真
３
、
コ
オ
ペ
ラ
ー
ツ
ィ
地
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
Ｐ
・
Ｌ
・
タ
ッ
ク
通
り
を
囲
む
左
右
対
称
の
街
並
み
も
、
二
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
側
の
社
会
住
宅
に
約
三
〇
〇
戸
が
配
置
さ
れ
た
。
他
の
建
築
家
た
ち
が
設
計
し
た
住
宅
が
比
較
的
シ
ン
プ
ル
で
、
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
デ
・
ク
レ
ル
ク
と
ク
ラ
メ
ル
の
設
計
し
た
デ
・
ダ
ー
ヘ
ラ
ー
ト
の
住
棟
は
、
角
に
塔
を
配
置
し
、
装
飾
を
多
用
す
る
な
ど
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
特
徴
を
見
事
に
表
し
て
お
り
、
今
も
人
々
の
関
心
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。
第
二
節
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
成
立
と
発
展
こ
の
よ
う
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
多
様
な
住
宅
協
会
が
社
会
住
宅
の
建
設
に
取
り
組
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
社
会
住
宅
の
特
徴
と
し
て
、
充
実
し
た
内
装
・
外
観
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
、
住
民
の
緊
密
な
連
帯
感
の
醸
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
団
体
と
し
て
際
立
っ
て
い
る
の
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
で
あ
る
。
こ
の
住
宅
協
会
の
母
体
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
系
労
働
者
組
織
で
あ
る
、
同
名
の
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
組
合
で
あ
る
。
中
心
人
物
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
加
工
労
働
者
出
身
で
市
会
議
員
の
ヤ
ン
・
ダ
ウ
エ
ス
（Jan
D
ouw
es
）、
キ
リ
ス
ト
教
事
務
職
《論 説》
２０
員
組
合
出
身
の
ウ
ィ
レ
ム
・
ヤ
ン
・
ボ
セ
ン
ブ
ル
ッ
ク
（W
illem
Jan
B
essen-
broek
）
だ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
、
市
議
会
で
古
い
地
区
の
取
り
壊
し
と
社
会
住
宅
建
設
の
方
向
が
定
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
ダ
ウ
エ
ス
議
員
が
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
執
行
委
員
会
で
自
分
た
ち
独
自
の
住
宅
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
住
宅
に
関
し
て
不
慣
れ
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
建
設
・
住
宅
監
督
課
の
テ
レ
ヘ
ン
課
長
の
協
力
も
あ
り
、
一
九
一
一
年
二
月
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
が
設
立
さ
れ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
）。
一
九
一
一
年
五
月
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
は
、
最
初
の
社
会
住
宅
建
設
の
計
画
を
決
定
し
た
。
市
か
ら
五
二
万
ギ
ル
ダ
ー
（
現
在
価
値
で
六
〇
〇
万
―
七
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
）
の
融
資
を
受
け
（
五
〇
年
の
返
済
計
画
）、
二
二
〇
戸
を
市
西
部
の
フ
リ
ー
ト
通
り
お
よ
び
周
辺
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
が
き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
住
宅
法
の
下
、
基
本
的
に
全
額
融
資
が
可
能
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
手
持
ち
資
金
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
こ
の
計
画
は
市
議
会
で
も
問
題
な
く
承
認
さ
れ
、
融
資
が
決
定
し
、
建
設
が
始
ま
っ
た
。
設
計
を
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
建
築
家
、
カ
イ
ペ
ル
ス
（T
jeerd
K
uipers
）、
イ
ン
グ
ウ
ェ
ル
セ
ン
（A
r-
noldus
U
lricus
Ingw
ersen
）
で
あ
る
。
こ
の
カ
イ
ペ
ル
ス
と
イ
ン
グ
ウ
ェ
ル
セ
ン
は
、
こ
れ
以
降
も
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
の
委
嘱
を
受
け
、
い
く
つ
も
社
表２ パトリモニウム住宅協会による初期の社会住宅建設
借入金（ギルダー）
５５１，０００
６７，０００
１０８，０００
２，１００，０００
１，５９３，０００
７８４，０００
１，４７４，０００
２，０１９，０００
８，６９６，０００
出典：Beekers and van der Woude,２００８,８６
戸数
２１９
２７
４１
２６９
１５０
８７
１８０
２３６
１，２０９
場 所
フリート通り及び周辺地区
レングズ・ネック通り
ナイチンゲール通り
スパールンダメルデイク及び周辺地区
ズワーネン広場及び周辺地区
ポラーネン通り
タルマ通り及び周辺地区
アムステルフェーン通り
完成年
１９１３／１４
１９１５
１９１６
１９１８／１９
１９１９
１９２１
１９２３
１９２３
合計
住まいをめぐる政治
２１
会
住
宅
を
設
計
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
五
月
、
フ
リ
ー
ト
通
り
近
辺
の
社
会
住
宅
の
建
設
は
完
了
し
、
盛
大
に
祝
典
が
催
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
社
会
住
宅
建
設
は
拡
大
を
続
け
る
（
表
２
参
照
）。
一
九
一
一
―
二
三
年
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
は
約
一
二
〇
〇
戸
を
建
設
し
た
が
、
こ
れ
は
一
九
〇
九
―
二
三
年
に
建
設
さ
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
総
数
、
一
二
〇
〇
〇
戸
の
一
割
に
相
当
す
る
。
数
あ
る
住
宅
協
会
の
中
で
も
総
合
住
宅
協
会
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
に
次
ぐ
三
番
目
の
数
を
誇
っ
た
（
表
１
参
照
）
ガ
ス
・
電
気
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
完
備
し
た
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
社
会
住
宅
が
、
人
気
を
博
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
供
給
数
を
大
き
く
上
回
る
申
込
み
が
殺
到
し
、
執
行
部
は
審
査
に
多
大
な
時
間
を
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
入
居
審
査
で
は
、（
労
働
者
組
織
で
あ
る
）
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
優
先
さ
れ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,
２００８
,７１
―７２
）。
特
に
組
合
員
期
間
の
長
い
者
、
牧
師
や
教
会
の
長
老
会
の
推
薦
を
得
た
者
は
、
最
優
先
さ
れ
た
。
週
三
―
四
ギ
ル
ダ
ー
程
度
の
家
賃
負
担
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
厳
し
く
吟
味
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
が
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
、
信
仰
厚
く
、
日
々
労
働
に
従
事
す
る
中
下
層
の
労
働
者
層
で
あ
り
、
非
信
徒
層
や
最
貧
困
層
に
対
応
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
信
徒
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
最
大
の
特
徴
は
、
単
に
信
徒
層
に
住
宅
を
提
供
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
社
会
文
化
的
な
一
体
感
を
涵
養
し
、
地
域
に
根
差
し
た
信
徒
共
同
体
の
建
設
を
志
向
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
各
地
区
に
は
地
区
組
織
が
設
置
さ
れ
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
本
部
の
支
援
を
受
け
て
社
会
文
化
活
動
を
実
施
し
た
。
地
区
組
織
と
し
て
主
な
も
の
と
し
て
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
北
部
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
南
部
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
西
部
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
地
区
）、
フ
リ
ー
ト
通
り
、（
ス
パ
ー
ル
ン
ダ
マ
ー
地
区
な
ど
を
含
む
）
ナ
ッ
サ
ウ
、
《論 説》
２２
（
東
イ
ン
ド
地
区
に
設
置
さ
れ
た
）
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
（K
ruger
）
な
ど
が
あ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,１０４
―１０６
）。
こ
れ
ら
の
地
区
組
織
を
基
盤
と
し
て
、
戦
間
期
、
住
民
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
政
治
や
文
化
に
関
す
る
講
演
会
も
多
数
企
画
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
政
治
家
た
ち
が
登
壇
し
た
。
図
書
室
も
各
地
区
で
設
置
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
本
を
中
心
と
し
て
住
民
の
読
書
に
供
さ
れ
た
。
た
だ
、
個
別
の
図
書
室
で
は
蔵
書
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
改
革
派
教
会
図
書
館
協
会
と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
相
互
貸
出
し
の
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
、
足
り
な
い
本
を
お
互
い
融
通
し
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
人
気
を
集
め
た
の
は
青
少
年
向
け
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
っ
た
。
各
地
区
で
は
チ
ェ
ス
や
ド
ミ
ノ
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど
の
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
た
。
女
子
向
け
に
手
芸
ク
ラ
ブ
も
作
ら
れ
た
。
ナ
ッ
サ
ウ
地
区
で
設
立
さ
れ
た
少
年
合
唱
団
「
若
き
声
」
は
、
一
九
三
三
年
に
は
一
一
〇
名
も
の
会
員
を
擁
す
る
大
所
帯
の
合
唱
団
だ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
、
各
地
区
で
始
ま
っ
た
青
少
年
向
け
の
上
映
会
は
、
特
に
人
気
を
博
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
冬
期
に
は
毎
週
の
よ
う
に
夜
間
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
た
。
上
映
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
朗
読
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、
子
ど
も
に
親
し
み
の
あ
る
物
語
や
聖
書
の
お
話
、
旅
行
記
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。「
狼
と
少
年
」「
神
の
御
旗
の
も
と
で
」「
郵
便
船
に
乗
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
へ
」
な
ど
の
上
映
タ
イ
ト
ル
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
こ
こ
に
映
画
上
映
も
加
わ
っ
た
。
現
代
と
比
べ
れ
ば
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
こ
の
時
代
、
上
映
会
は
子
ど
も
た
ち
の
最
大
の
楽
し
み
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
、
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
地
区
で
開
催
さ
れ
た
上
映
会
に
は
、
二
五
〇
人
も
の
子
供
が
詰
め
か
け
た
。
上
映
会
の
存
在
は
地
区
外
で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
外
部
の
子
ど
も
た
ち
も
入
場
料
の
コ
イ
ン
を
握
り
し
め
て
列
に
並
ん
だ
と
い
う
。
各
地
区
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
も
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た
。
特
に
男
子
の
サ
ッ
カ
ー
は
定
番
だ
っ
た
。
デ
・
ホ
ー
イ
（de
住まいをめぐる政治
２３
G
ooi
）
の
よ
う
な
、
近
郊
の
自
然
豊
か
な
地
域
で
実
施
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
も
人
気
で
あ
り
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
現
地
に
施
設
を
購
入
し
て
キ
ャ
ン
プ
で
活
用
し
た
。
他
方
、
日
曜
日
の
安
息
は
、
厳
格
に
守
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
日
曜
日
に
は
労
働
も
ス
ポ
ー
ツ
も
認
め
ら
れ
ず
、
洗
濯
物
を
干
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
管
理
す
る
住
棟
に
入
居
す
る
店
舗
に
も
こ
の
掟
は
適
用
さ
れ
、
日
曜
日
の
休
業
を
拒
否
し
た
店
は
契
約
解
除
の
憂
き
目
を
見
た
。
た
だ
、
日
曜
日
の
自
転
車
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,１０９
―１１０
）。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
理
論
的
な
支
柱
と
な
っ
た
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
神
学
者
で
あ
り
、
教
育
問
題
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
活
動
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
フ
ィ
ン
ク
（H
erm
an
B
avinck
）
で
あ
る
。
都
市
に
は
青
少
年
を
誤
っ
た
道
に
引
き
込
む
さ
ま
ざ
ま
な
誘
惑
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
彼
は
そ
の
誘
惑
に
代
わ
る
健
全
な
活
動
を
提
供
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
彼
の
発
言
や
、
彼
の
書
い
た
教
育
関
連
の
書
籍
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
関
係
者
に
広
く
読
ま
れ
、
参
照
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
住
宅
協
会
の
拡
大
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
は
一
層
の
拡
大
を
遂
げ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
深
刻
な
住
宅
不
足
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
一
九
四
六
年
だ
け
で
人
口
が
三
万
人
近
く
増
加
し
、
そ
れ
以
降
も
人
口
の
増
加
が
続
く
。
戦
後
に
な
っ
て
出
生
数
が
急
増
し
た
こ
と
、
戦
時
中
疎
開
し
た
り
、
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
た
人
々
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
東
イ
ン
ド
な
ど
の
外
地
か
ら
本
国
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
還
し
た
人
々
も
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
多
数
流
入
し
た
。
し
か
し
こ
の
人
口
増
加
に
対
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
戦
時
中
に
荒
れ
果
て
て
居
住
に
堪
え
な
い
住
宅
も
多
く
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
、
約
三
万
戸
が
不
足
す
る
状
態
が
続
い
て
い
た
。
《論 説》
２４
こ
の
深
刻
な
住
宅
不
足
を
踏
ま
え
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
は
大
規
模
な
住
宅
建
設
に
着
手
す
る
。
既
に
戦
間
期
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
二
〇
万
人
規
模
の
都
市
拡
張
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
計
画
を
復
活
さ
せ
る
か
た
ち
で
一
九
五
〇
年
以
降
、
周
辺
地
区
の
開
発
が
実
施
さ
れ
て
い
く
。
代
表
格
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心
部
の
西
側
に
建
設
さ
れ
た
「
西
部
田
園
都
市
（w
estelijke
tuinsteden
）」
で
あ
る
。
公
園
や
庭
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、「
田
園
都
市
」
の
理
想
を
実
現
す
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
た
こ
の
西
部
田
園
都
市
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
約
四
万
戸
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
豊
か
な
郊
外
型
住
宅
街
が
広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
西
部
田
園
都
市
で
は
、
横
長
の
集
合
住
宅
を
単
に
平
行
に
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
Ｌ
字
型
の
直
角
に
配
置
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
方
式
が
採
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
建
築
計
画
に
は
意
欲
的
な
建
築
家
た
ち
が
参
加
し
、
そ
の
代
表
格
が
バ
ケ
マ
（J.B
.B
akem
a
）
だ
っ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２１３
）。
こ
の
よ
う
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
集
合
住
宅
の
大
規
模
な
建
設
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
住
宅
協
会
の
役
割
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
。
市
当
局
が
建
設
し
た
集
合
住
宅
は
住
宅
協
会
に
売
却
さ
れ
（
住
宅
協
会
は
低
利
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
購
入
代
金
を
容
易
に
賄
う
こ
と
が
で
き
た
）、
住
宅
協
会
が
以
後
の
管
理
運
営
を
担
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
か
ら
六
〇
年
の
わ
ず
か
一
五
年
の
間
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
の
保
有
戸
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
―
四
倍
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,
２００８
,２１６
）。
住
宅
協
会
が
示
し
た
強
力
な
存
在
感
を
考
え
る
際
に
重
要
な
の
が
、
そ
の
政
治
的
背
景
で
あ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,
２００８
,１９４
）。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
戦
後
に
な
っ
て
も
宗
派
系
政
党
が
政
権
の
中
核
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
宗
派
系
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
中
間
団
体
に
公
的
な
役
割
を
認
め
、
財
政
的
に
援
助
す
る
方
式
が
継
続
・
拡
大
し
て
い
た
が
、
住
宅
協
会
は
そ
の
恩
恵
を
全
面
的
に
蒙
っ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,１９４
）。
戦
後
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
福
祉
、
教
育
に
加
え
、
住
宅
な
ど
市
民
生
活
に
関
わ
る
諸
分
野
に
お
い
て
、
非
営
利
の
民
間
セ
ク
タ
ー
が
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
と
住まいをめぐる政治
２５
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
宗
派
系
組
織
は
、
与
党
と
の
厚
い
パ
イ
プ
を
活
用
し
て
財
政
資
源
を
引
き
出
し
、
信
徒
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
た
と
え
ば
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
で
は
、
戦
後
再
建
期
に
理
事
長
を
務
め
た
イ
ン
・
ト
・
フ
ェ
ル
ト
（In‘
t
V
eld
）
は
、
同
時
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
政
党
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
議
を
務
め
て
い
た
。
彼
は
市
議
会
で
住
宅
協
会
の
立
場
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
発
言
を
繰
り
返
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
行
政
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２０６
―２０７
）。
そ
し
て
一
九
五
八
年
に
彼
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
住
宅
建
設
担
当
副
市
長
に
の
ぼ
り
つ
め
る
（
た
だ
し
副
市
長
就
任
に
伴
い
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
な
ど
住
宅
協
会
関
係
の
役
職
は
退
い
た
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
新
規
住
宅
の
住
宅
協
会
へ
の
配
分
を
決
め
る
際
、
非
宗
派
系
住
宅
協
会
六
五
％
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
二
〇
％
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
一
五
％
と
す
る
目
安
が
設
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
配
分
比
率
も
市
議
会
に
お
け
る
各
政
党
の
議
席
比
率
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２１５
）。
そ
し
て
こ
の
比
率
は
、
宗
派
系
住
宅
協
会
に
は
特
に
有
利
に
作
用
し
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
一
九
四
五
年
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
保
有
戸
数
を
約
三
倍
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
住
宅
協
会
で
あ
る
ス
ハ
ー
プ
マ
ン
や
東
部
住
宅
協
会
は
、
同
時
期
に
保
有
戸
数
を
約
四
倍
に
増
加
さ
せ
た
の
に
対
し
、
非
宗
派
系
の
住
宅
協
会
（
デ
・
ダ
ー
ヘ
ラ
ー
ト
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
、
総
合
住
宅
）
は
、
あ
わ
せ
て
二
・
五
倍
程
度
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２１６
）。
な
お
、
西
部
田
園
都
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
緑
豊
か
な
郊
外
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
は
人
気
が
高
く
、
特
に
子
ど
も
の
い
る
家
族
に
は
羨
望
の
的
と
な
っ
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
で
は
戦
前
の
住
宅
に
住
ん
で
い
た
住
民
が
、
大
挙
し
て
郊
外
の
新
し
い
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
住
宅
に
移
る
と
い
う
現
象
も
起
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
西
部
の
ボ
ス
・
エ
ン
・
ロ
メ
ル
（B
os
en
Lom
m
er
）
に
建
設
さ
れ
た
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
集
合
住
宅
に
は
、
市
内
の
特
定
の
住
宅
か
ら
集
団
移
住
が
行
わ
れ
、「
ご
近
所
さ
ん
は
、
一
家
《論 説》
２６
族
を
除
き
、
右
も
左
も
同
じ
住
棟
に
引
っ
越
し
し
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
さ
に
エ
ク
ソ
ダ
ス
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２１９
）。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
保
有
住
宅
が
拡
大
す
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
そ
の
活
動
も
一
層
の
広
が
り
を
見
せ
た
。
一
九
五
四
年
に
は
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
市
民
大
学
が
発
足
し
、
信
徒
向
け
の
各
種
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。
こ
の
市
民
大
学
は
、
同
じ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
自
由
大
学
の
講
義
室
を
活
用
し
た
が
、
当
初
の
人
気
は
予
想
を
上
回
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
北
部
に
分
室
を
設
け
て
受
講
者
に
対
応
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
ま
た
一
九
五
六
年
に
は
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
技
術
専
門
学
校
が
完
成
し
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
,２２０
―２２１
）。
さ
ら
に
住
民
の
高
齢
化
に
対
応
し
、
一
九
六
四
年
に
は
西
部
田
園
都
市
の
一
角
に
、
老
人
ホ
ー
ム
「
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
家
（H
uize
Patrim
onium
）」
が
開
設
さ
れ
た
。
入
居
者
の
高
齢
者
は
い
ず
れ
も
信
仰
厚
き
信
徒
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
内
で
は
讃
美
歌
や
祈
り
が
日
常
生
活
の
一
部
と
な
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
色
の
強
い
施
設
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
深
刻
な
住
宅
不
足
を
背
景
と
し
て
、
住
宅
協
会
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
形
で
住
宅
供
給
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
方
式
は
、
特
に
宗
派
政
党
の
支
持
を
受
け
た
宗
派
系
住
宅
協
会
に
有
利
に
働
き
、
そ
の
大
幅
な
拡
大
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
た
だ
、
宗
派
系
住
宅
協
会
の
活
動
を
支
え
た
宗
教
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
自
体
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
弱
体
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
保
有
す
る
住
宅
は
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
新
規
に
入
居
す
る
住
民
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
市
当
局
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
住
宅
を
引
き
受
け
る
形
で
住
宅
協
会
が
拡
大
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
住
宅
の
割
り
当
て
に
つ
い
て
も
市
当
局
の
意
向
が
反
映
さ
れ
、
信
徒
を
優
先
し
て
入
居
さ
せ
る
従
来
の
方
式
は
、
維
住まいをめぐる政治
２７
持
が
困
難
と
な
っ
た
。
市
当
局
は
、
入
居
希
望
者
の
な
か
で
子
ど
も
の
多
い
家
族
、
障
害
者
を
含
む
家
族
を
優
先
的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
、
住
宅
協
会
に
よ
る
入
居
者
選
別
の
余
地
を
大
幅
に
制
約
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
規
に
建
設
さ
れ
た
住
棟
に
は
、
非
信
徒
が
多
数
入
居
し
、
従
来
の
よ
う
な
信
徒
共
同
体
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
低
下
し
た
。
確
か
に
旧
来
の
住
棟
で
は
信
徒
が
多
数
を
占
め
、
通
り
は
日
曜
日
の
朝
に
は
教
会
に
行
き
来
す
る
信
徒
た
ち
で
賑
わ
い
、
お
互
い
に
帽
子
を
軽
く
上
げ
て
挨
拶
す
る
風
習
が
保
た
れ
て
い
た
。
し
か
し
隣
の
新
設
の
住
棟
で
は
日
曜
日
の
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ん
だ
り
、
洗
濯
物
を
干
し
て
い
た
り
、
と
い
う
対
照
的
な
風
景
が
み
ら
れ
た
と
い
う
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
,２２３
―２２４
）。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
社
会
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
急
速
に
進
行
し
た
社
会
変
動
の
下
で
、
宗
教
そ
の
も
の
の
社
会
的
影
響
力
も
低
下
し
て
い
く
。
テ
レ
ビ
や
自
動
車
が
普
及
し
、
個
人
主
義
化
、
世
俗
化
が
進
む
中
で
、
親
や
牧
師
、
教
師
な
ど
が
保
持
し
て
き
た
社
会
的
権
威
は
、
顕
著
に
低
下
し
た
。
そ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
社
会
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
き
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
集
団＝
柱
は
、
こ
れ
以
降
解
体
の
一
途
を
た
ど
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
う
大
都
市
を
活
動
の
舞
台
と
し
て
い
た
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
を
特
に
強
く
受
け
た
。
住
宅
協
会
内
部
で
も
若
い
世
代
が
台
頭
し
、
旧
来
の
指
導
者
層
の
権
威
主
義
的
な
運
営
ス
タ
イ
ル
を
強
く
批
判
し
た
。
家
賃
引
き
上
げ
に
は
入
居
者
か
ら
の
強
い
反
発
が
寄
せ
ら
れ
、
抗
議
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
場
合
、
住
民
構
成
の
変
化
も
大
き
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
ス
リ
ナ
ム
な
ど
か
ら
の
移
民
の
流
入
が
顕
著
に
集
中
し
、
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
住
民
の
五
％
程
度
だ
っ
た
移
民
は
、
一
九
九
〇
年
に
は
二
五
％
を
超
え
、
以
後
も
そ
の
比
率
は
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
他
方
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
、
住
宅
協
会
の
中
核
と
な
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
中
間
層
で
は
、
狭
苦
し
い
都
心
を
避
け
、
郊
外
の
豊
か
な
一
戸
建
て
住
宅
に
移
転
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
か
つ
て
《論 説》
２８
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
が
集
中
し
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
を
象
徴
す
る
地
区
だ
っ
た
タ
ル
マ
通
り
も
、
大
規
模
改
修
工
事
を
終
え
て
住
民
が
戻
っ
て
み
る
と
、
も
は
や
か
つ
て
の
落
ち
着
き
と
気
品
は
な
く
、「
も
う
こ
こ
は
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
ご
近
所
で
は
な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
と
い
う
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２８０
）。
こ
の
よ
う
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
住
宅
協
会
を
支
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
低
下
が
顕
著
に
進
行
す
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
民
間
非
営
利
団
体
と
し
て
社
会
住
宅
を
管
理
・
運
営
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
づ
く
り
を
支
え
る
と
い
う
、
住
宅
協
会
の
役
割
そ
の
も
の
の
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
二
〇
世
紀
末
以
降
、
住
宅
協
会
は
一
種
の
社
会
的
企
業
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
再
生
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
代
表
す
る
大
規
模
都
市
再
生
事
業
で
あ
る
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
再
生
を
取
り
上
げ
、
住
宅
協
会
、
と
り
わ
け
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
が
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
た
い
。
第
三
節
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
再
生
事
業
と
住
宅
協
会
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
の
困
難
一
九
七
〇
年
代
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
東
部
に
忽
然
と
姿
を
現
し
た
高
層
住
宅
群
が
あ
っ
た
（
写
真
４
参
照
）。
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
で
あ
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
都
市
開
発
課
が
主
導
し
て
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、「
夢
の
郊
外
都
市
」
と
な
る
べ
く
建
設
さ
れ
た
こ
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
で
は
、
主
と
し
て
九
―
一
〇
階
建
て
の
巨
大
な
高
層
住
宅
か
ら
な
る
、
計
画
人
口
一
〇
万
人
の
大
規
模
な
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
。
中
心
地
区
の
人
口
集
中
を
緩
和
し
、
豊
か
な
郊
外
生
活
を
市
民
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
最
大
規
模
の
住
宅
開
発
に
は
、
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
（W
assenberg,２０１１
；
水
島
、
二
〇
一
三
）。
住まいをめぐる政治
２９
し
か
し
近
代
的
な
郊
外
都
市
へ
の
期
待
は
、
一
〇
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
反
転
す
る
。
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
中
間
層
―
特
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
心
部
に
通
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
―
の
多
く
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
で
は
な
く
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
た
、
近
郊
都
市
の
緑
あ
ふ
れ
る
低
層
住
宅
に
住
む
こ
と
を
選
択
し
た
。
高
層
で
無
機
質
、
没
個
性
的
な
巨
大
住
宅
群
は
、
生
活
の
質
を
求
め
る
中
間
層
の
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
予
想
外
の
高
い
空
家
率
が
発
生
す
る
中
で
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
住
環
境
は
徐
々
に
悪
化
し
て
い
く
。
一
九
七
五
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
独
立
し
た
ス
リ
ナ
ム
か
ら
移
民
が
大
規
模
に
オ
ラ
ン
ダ
に
流
入
し
た
こ
と
を
受
け
、
ス
リ
ナ
ム
移
民
が
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
に
多
数
入
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
麻
薬
や
犯
罪
が
多
発
す
る
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
中
間
層
は
脱
出
を
加
速
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
悪
名
が
知
れ
渡
る
困
難
地
区
と
な
り
、
近
代
的
な
都
市
計
画
の
失
敗
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
い
く
つ
か
の
対
策
が
実
施
さ
れ
る
。
家
族
用
住
居
を
分
割
し
て
一
、
二
部
屋
か
ら
な
る
単
身
者
向
け
の
住
居
を
設
け
た
り
、
住
棟
ご
と
に
置
か
れ
て
い
た
水
道
代
・
光
熱
費
の
共
同
メ
ー
タ
ー
を
個
別
メ
ー
タ
ー
に
切
り
替
え
た
り
、
不
人
気
で
治
安
の
悪
い
巨
大
駐
車
場
を
使
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う
、
住
棟
近
く
に
路
上
駐
車
場
を
設
け
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
角
橋
、
二
〇
〇
九
、
一
五
五
）。
管
理
主
体
も
一
元
化
さ
れ
た
。
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
抱
え
る
問
題
は
、
各
住
宅
協
会
が
個
別
に
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
た
写真４ ベイルメール団地を特徴づける高層
住宅群。筆者撮影
《論 説》
３０
こ
と
か
ら
、
一
九
八
四
年
、
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
う
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
住
宅
を
一
括
管
理
す
る
新
た
な
住
宅
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
従
来
各
住
宅
協
会
が
管
理
し
て
い
た
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
住
宅
は
、
そ
の
大
部
分
が
こ
の
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
協
会
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
住
宅
協
会
が
主
導
し
て
地
区
内
の
環
境
改
善
が
進
め
ら
れ
、
空
き
家
率
も
若
干
改
善
す
る
。
周
辺
地
区
の
開
発
も
進
む
。
メ
ト
ロ
の
延
伸
に
よ
り
駅
が
設
置
さ
れ
、
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
映
画
館
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
を
、「
孤
立
し
た
衛
星
都
市
」
か
ら
「
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
提
供
す
る
目
的
地
」
へ
と
変
貌
さ
せ
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
た
の
で
あ
る
（W
assenberg,２０１１
,３６９
）。
し
か
し
こ
れ
ら
の
改
革
を
実
施
し
て
も
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
全
般
の
荒
れ
た
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
悪
評
は
依
然
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
家
賃
滞
納
は
頻
発
し
、
設
立
し
た
ば
か
り
の
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
協
会
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
出
身
で
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
協
会
の
幹
部
に
就
い
た
あ
る
人
物
は
、
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
「
死
を
待
つ
人
の
家
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,３０１
）。
小
手
先
の
見
直
し
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
、
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
協
会
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
、
政
府
系
住
宅
基
金
な
ど
の
関
連
組
織
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
将
来
像
を
共
同
で
検
討
し
、
改
革
案
を
練
り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
結
果
出
さ
れ
た
改
革
案
は
、
従
来
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
大
規
模
な
団
地
再
生
計
画
だ
っ
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
た
再
生
事
業
に
よ
り
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
様
相
は
一
変
し
た
。
住まいをめぐる政治
３１
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
再
生
事
業
こ
の
再
生
事
業
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
、
大
規
模
な
建
て
替
え
事
業
で
あ
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
本
格
化
し
た
建
て
替
え
に
よ
っ
て
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
を
特
徴
づ
け
て
い
た
高
層
住
宅
の
ほ
ぼ
半
分
が
取
り
壊
さ
れ
た
。
戸
数
で
い
え
ば
、
高
層
住
宅
に
配
置
さ
れ
た
一
三
〇
〇
〇
戸
の
う
ち
、
約
七
〇
〇
〇
戸
が
取
り
壊
し
の
対
象
と
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
出
現
し
た
の
が
七
〇
〇
〇
戸
を
超
え
る
低
層
住
宅
で
あ
り
（
写
真
５
参
照
）、
民
間
の
分
譲
住
宅
も
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
建
て
替
え
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
高
層
住
宅
で
は
、
大
規
模
な
改
修
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
巨
大
駐
車
場
は
撤
去
さ
れ
、
低
層
住
宅
の
各
戸
に
隣
接
す
る
形
で
路
上
駐
車
場
が
配
置
さ
れ
た
。
低
層
住
宅
の
各
戸
に
は
、
個
別
に
庭
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
か
つ
て
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
を
避
け
、
近
郊
都
市
に
住
む
こ
と
を
選
択
し
た
中
間
層
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
住
宅
の
形
が
、
よ
う
や
く
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
で
も
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
空
き
地
な
ど
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
は
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
駐
車
場
や
空
き
地
、
中
庭
な
ど
、
誰
で
も
入
れ
る
共
用
の
空
間
が
全
体
の
八
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
若
者
た
ち
が
た
む
ろ
し
、
ま
た
犯
罪
の
温
床
と
な
っ
て
い
た
が
、
再
開
発
さ
れ
た
地
区
で
は
そ
の
ス
ペ
ー
ス
は
四
〇
％
程
度
に
低
下
し
た
。団
地
内
施
設
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。
高
架
下
の
荒
れ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
写真５ 再生事業後のベイルメール。低層住
宅が立ち並び、各戸に隣接して路上駐
車場が設けられている。筆者撮影
《論 説》
３２
セ
ン
タ
ー
は
移
転
し
、
新
し
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
開
業
し
た
。
文
化
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
ら
の
再
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
、
政
府
系
住
宅
基
金
が
資
金
を
提
供
し
た
ほ
か
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
補
助
金
も
活
用
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
の
再
生
事
業
は
、
周
辺
地
区
の
大
規
模
な
都
市
再
生
事
業
と
連
動
し
て
実
施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
当
局
は
民
間
企
業
体
と
協
働
し
つ
つ
、
駅
周
辺
地
区
の
大
規
模
な
再
開
発
を
進
め
て
い
く
。
駅
の
全
面
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
の
建
設
、
多
目
的
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ア
リ
ー
ナ
、
さ
ら
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
、
大
型
事
業
が
集
中
し
て
展
開
さ
れ
た
。
住
民
と
企
業
、
買
い
物
客
と
観
衆
を
引
き
付
け
る
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
新
た
な
中
心
地＝
新
都
心
と
し
て
、
再
生
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
都
市
計
画
を
専
門
と
す
る
角
橋
徹
也
は
、「
か
く
て
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
は
、
住
宅
地
と
商
業
地
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
が
複
合
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
第
二
の
副
都
心
に
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」（
角
橋
、
二
〇
〇
九
、
一
六
四
）
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
大
規
模
な
再
生
事
業
に
対
す
る
住
民
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
深
刻
化
す
る
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
現
状
を
前
に
、
住
民
の
多
く
は
大
規
模
再
生
事
業
に
前
向
き
だ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
重
要
な
課
題
と
し
て
犯
罪
や
破
壊
行
為
を
挙
げ
た
住
民
の
比
率
は
実
に
七
七
％
に
達
し
て
お
り
、
抜
本
的
な
解
決
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
高
層
住
宅
の
取
り
壊
し
に
関
し
て
は
、
一
九
九
〇
年
調
査
で
は
賛
成
四
六
％
、
反
対
三
一
％
と
賛
成
が
や
や
上
回
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
賛
成
の
比
率
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
賛
成
が
六
〇
％
台
、
反
対
が
二
〇
％
弱
と
い
う
結
果
が
表
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
に
出
さ
れ
た
最
初
の
再
生
計
画
で
は
、
撤
去
対
象
の
高
層
住
宅
は
全
体
の
二
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
撤
去
さ
れ
た
高
層
住
宅
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
数
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
住
民
に
よ
る
建
て
替
え
事
業
へ
の
支
持
だ
っ
た
。
一
九
九
九
年
、
再
生
事
業
が
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
一
二
棟
の
住
棟
の
住
民
約
六
〇
〇
〇
人
を
対
象
と
し
住まいをめぐる政治
３３
て
実
施
さ
れ
た
調
査
で
は
、
一
〇
棟
の
住
棟
で
住
民
の
圧
倒
的
多
数
が
高
層
住
宅
の
撤
去
に
賛
成
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
一
年
に
決
定
さ
れ
た
最
終
計
画
で
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
高
層
住
宅
の
ほ
ぼ
半
数
を
撤
去
し
、
撤
去
数
を
上
回
る
低
層
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
高
層
住
宅
の
撤
去
作
業
は
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
一
挙
に
爆
破
す
る
派
手
な
方
法
は
と
ら
ず
、
高
層
階
か
ら
順
に
取
り
壊
す
穏
便
な
方
法
が
選
択
さ
れ
た
。
一
部
の
室
内
設
備
は
あ
ら
か
じ
め
運
び
出
さ
れ
、
再
利
用
に
供
さ
れ
た
。
当
初
は
、
一
部
で
は
あ
っ
た
が
、
大
規
模
な
建
て
替
え
に
批
判
や
抵
抗
も
あ
っ
た
。
住
民
や
知
識
人
は
、
取
り
壊
し
事
業
を
「
建
て
替
え
テ
ロ
」「
社
会
的
弱
者
の
排
除
」
と
呼
ん
で
批
判
し
た
。
ま
た
住
棟
に
よ
っ
て
は
、
建
て
替
え
で
は
な
く
改
修
を
希
望
す
る
住
民
が
多
い
住
棟
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
南
東
部
の
六
つ
の
住
棟
に
つ
い
て
は
、「
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
博
物
館
」
と
称
し
、
建
設
当
時
の
形
を
残
し
た
ま
ま
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
再
生
計
画
の
策
定
が
本
格
化
し
て
い
た
一
九
九
二
年
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
名
前
が
世
界
を
駆
け
巡
っ
た
事
件
が
発
生
し
た
。
一
〇
月
四
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
輸
送
機
が
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
に
墜
落
し
、
四
三
人
の
死
者
を
出
す
惨
事
が
起
き
た
の
で
あ
る
（
写
真
６
参
照
）。
現
場
と
な
っ
た
高
層
住
宅
は
取
り
壊
さ
れ
、
近
く
に
慰
霊
碑
が
設
置
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
事
件
は
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
に
対
す
る
注
目
を
集
め
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
抱
え
る
深
刻
な
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ワ
写真６ ベイルメールの輸送機墜落
現場。現在は池となっている。
筆者撮影
《論 説》
３４
セ
ン
ベ
ル
フ
は
、「
こ
の
悲
劇
は
、
再
生
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
」
と
評
し
て
い
る
（W
assenberg,２０１１
,３７２
）。
再
生
事
業
を
担
う
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
再
生
事
業
で
主
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
が
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
だ
っ
た
（B
eek-
ers
and
van
der
W
oude, ２００８
,３２９
―３３７
）。
良
好
な
住
環
境
に
こ
だ
わ
り
の
あ
る
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
が
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
環
境
改
善
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
に
置
か
れ
た
住
宅
協
会
の
な
か
で
も
独
自
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
空
家
率
の
上
昇
に
業
を
煮
や
し
た
他
の
住
宅
協
会
が
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
入
居
者
の
獲
得
に
走
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
入
居
者
の
質
の
管
理
を
重
視
す
る
方
針
を
堅
持
し
た
。
第
二
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
入
居
者
を
見
極
め
て
選
定
す
る
手
法
は
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
で
は
お
な
じ
み
だ
っ
た
。
入
居
希
望
者
の
所
得
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
家
賃
の
負
担
能
力
の
有
無
を
慎
重
に
審
査
し
た
う
え
で
、
判
定
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
に
入
居
希
望
を
出
し
た
、
結
婚
を
控
え
た
若
い
男
性
は
、
当
時
ま
だ
学
生
の
身
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら
支
払
い
能
力
を
疑
わ
れ
、
義
父
に
家
賃
保
証
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
や
っ
と
入
居
に
こ
ぎ
着
け
た
と
い
う
。
当
時
の
関
係
者
は
、
「
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
…
…
良
質
の
賃
借
人
の
獲
得
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
他
の
住
宅
協
会
は
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
を
無
料
で
提
供
し
た
り
、
家
賃
を
数
か
月
間
無
料
に
す
る
と
約
束
す
る
な
ど
、
賃
借
人
獲
得
に
必
死
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,２９８
）。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
入
居
時
の
審
査
の
み
な
ら
ず
、
各
住
宅
に
お
け
る
住
民
構
成
に
も
注
意
を
払
っ
た
。
入
居
者
同
士
の
相
性
を
住まいをめぐる政治
３５
み
て
住
戸
を
割
り
当
て
た
ほ
か
、
転
入
者
が
特
定
の
住
宅
に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
、
分
散
し
て
割
り
当
て
る
方
式
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
各
階
に
警
察
官
が
ひ
と
り
は
入
居
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
慎
重
な
入
居
者
の
選
定
、
そ
し
て
割
り
当
て
方
針
の
結
果
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
が
管
理
す
る
住
宅
群
、
特
に
ホ
ー
イ
オ
ー
ル
ト
（G
ooioord
）
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
で
例
外
的
に
落
ち
着
い
た
、
治
安
の
よ
い
住
環
境
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
人
気
も
高
く
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
他
の
住
宅
の
空
き
家
率
が
上
昇
す
る
一
方
、
ホ
ー
イ
オ
ー
ル
ト
の
空
き
家
率
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ホ
ー
イ
オ
ー
ル
ト
で
は
住
民
委
員
会
が
自
発
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始
し
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
に
お
け
る
治
安
の
悪
化
に
対
処
し
た
。
こ
の
よ
う
に
良
好
な
住
環
境
を
重
視
す
る
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
方
針
が
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
抜
本
的
な
団
地
再
生
計
画
の
方
向
に
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
理
事
長
だ
っ
た
メ
レ
ン
カ
ン
プ
（H
.C
.M
o¨llenkam
p
）
の
積
極
的
な
姿
勢
も
あ
り
、
一
九
九
七
年
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
住
宅
協
会
と
包
括
提
携
協
定
を
締
結
し
、
以
後
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
が
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
社
会
住
宅
の
管
理
を
一
括
し
て
担
う
こ
と
と
な
っ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
,３３１
）。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
が
管
理
の
任
に
当
た
っ
た
こ
と
で
、
再
生
後
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
住
環
境
の
維
持
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
目
標
は
、「
安
全
な
感
覚
を
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
に
取
り
戻
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
,３３６
）。
新
築
さ
れ
た
低
層
住
宅
群
は
「
ニ
ュ
ー
・
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
戻
り
入
居
の
希
望
者
に
対
し
て
は
、
審
査
が
厳
格
に
行
わ
れ
た
。
過
去
に
麻
薬
使
用
歴
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
、
家
賃
を
滞
納
し
て
い
た
旧
住
民
は
、
戻
り
入
居
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
お
家
芸
で
あ
る
「
入
居
者
の
質
の
確
保
」
が
、
再
生
後
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
全
体
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
《論 説》
３６
ま
た
、
住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
重
視
す
る
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
も
と
、
入
居
者
の
参
加
す
る
会
合
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
と
は
い
え
移
民
系
の
入
居
者
の
反
応
は
思
わ
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、
さ
ら
に
は
ス
リ
ナ
ム
の
お
菓
子
も
用
意
し
て
参
加
を
募
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
尽
力
も
あ
り
、
二
一
世
紀
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
は
徐
々
に
好
転
し
て
い
っ
た
。
新
聞
で
も
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
生
活
を
肯
定
的
に
描
く
記
事
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
再
生
計
画
で
建
設
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ヘ
ル
チ
ェ
ス
ウ
ェ
イ
棟
（V
ogeltjesw
ei
）
は
二
〇
〇
一
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
と
し
て
初
め
て
、
司
法
省
の
認
定
す
る
「
安
心
し
て
住
め
る
住
宅
」
に
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
全
体
の
住
民
構
成
と
し
て
は
、
建
て
替
え
事
業
以
前
と
同
様
、
ス
リ
ナ
ム
系
・
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
系
の
住
民
が
多
い
と
い
う
点
で
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ス
リ
ナ
ム
系
で
も
社
会
的
に
上
昇
し
た
中
間
層
に
属
す
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
（W
assenberg,３７５
）。
こ
れ
以
後
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
再
生
事
業
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
大
規
模
集
合
住
宅
の
再
生
事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
重
要
な
参
考
事
例
と
さ
れ
た
。
特
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
西
部
地
区
に
建
設
さ
れ
た
「
西
部
田
園
都
市
」
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
と
同
様
の
社
会
的
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
分
立
し
て
い
た
住
宅
協
会
を
統
合
し
た
う
え
で
、
一
二
〇
〇
〇
戸
に
及
ぶ
住
宅
の
管
理
運
営
を
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
に
委
託
す
る
方
法
で
、
再
生
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
規
模
の
高
層
住
宅
群
の
取
り
壊
し
事
業
と
な
っ
た
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
は
、
国
際
的
な
注
目
の
対
象
と
な
り
、
や
は
り
世
界
か
ら
見
学
者
を
集
め
て
い
る
。
近
代
的
な
都
市
計
画
の
「
失
敗
」
と
再
生
事
業
の
「
成
功
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
は
先
端
的
な
事
例
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
住まいをめぐる政治
３７
再
生
事
業
成
功
の
要
因
そ
れ
で
は
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
再
生
計
画
が
一
定
の
成
功
を
収
め
た
理
由
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
は
、
再
生
事
業
が
単
な
る
大
規
模
な
建
て
替
え
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
い
た
事
業
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（W
assenberg,２０１１
,３７８
）。
具
体
的
に
は
、
建
て
替
え
事
業
と
並
行
し
、
住
民
の
社
会
経
済
状
況
の
改
善
を
め
ざ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
雇
用
機
会
や
職
業
訓
練
の
提
供
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
、
治
安
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
再
生
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
治
安
の
改
善
、
住
民
の
失
業
率
の
低
下
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
な
配
慮
は
、「
理
想
の
未
来
都
市
」
を
目
指
し
て
建
設
さ
れ
た
、
か
つ
て
の
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
団
地
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
市
役
所
や
住
宅
協
会
の
み
な
ら
ず
、
住
民
を
含
む
、
関
係
者
の
幅
広
い
参
加
を
得
て
再
生
事
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
再
生
事
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
住
民
の
意
向
聴
取
が
実
施
さ
れ
、
多
数
派
の
賛
成
の
も
と
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
関
係
団
体
を
幅
広
く
巻
き
込
ん
で
将
来
像
が
議
論
さ
れ
、
世
論
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
総
工
費
が
一
六
億
ユ
ー
ロ
（
約
二
〇
〇
〇
億
円
）
に
達
す
る
巨
額
の
事
業
で
あ
っ
た
が
、
政
権
交
代
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
大
規
模
な
団
地
を
取
り
壊
す
再
生
事
業
に
支
持
を
集
め
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
。
特
に
住
宅
が
ま
だ
十
分
に
居
住
で
き
る
状
態
で
あ
る
場
合
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
ま
だ
耐
用
年
数
の
来
て
い
な
い
住
宅
を
取
り
壊
し
、
多
額
の
資
金
を
投
じ
て
建
て
替
え
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
政
治
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
は
、
困
難
を
伴
う
。
ま
た
、
多
大
な
手
間
を
か
け
て
住
み
替
え
を
強
い
ら
れ
る
住
民
も
、
批
判
に
回
る
こ
と
が
多
い
。
《論 説》
３８
し
か
し
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
も
は
や
環
境
整
備
と
い
っ
た
小
手
先
の
対
応
で
は
対
処
で
き
な
い
ほ
ど
に
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
。
ド
ラ
ッ
グ
が
蔓
延
し
、
日
々
犯
罪
が
発
生
す
る
中
で
、
住
民
か
ら
も
抜
本
的
解
決
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
再
生
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
、
問
題
は
先
送
り
さ
れ
、
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
コ
ス
ト
は
莫
大
な
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
住
民
、
住
宅
協
会
、
市
当
局
を
含
む
関
係
者
の
多
く
が
こ
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
す
る
中
で
、
革
新
的
な
再
生
事
業
が
提
案
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ワ
セ
ン
ベ
ル
フ
は
、「
大
規
模
な
問
題
に
は
、
大
規
模
な
解
決
が
必
要
だ
」
と
ま
と
め
て
い
る
（W
assenberg,
２０１１
,３７７
）。
お
わ
り
に
合
併
す
る
住
宅
協
会
さ
て
こ
の
よ
う
に
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、
信
徒
共
同
体
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
に
専
心
し
、
そ
し
て
二
〇
世
紀
末
に
は
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
再
生
事
業
を
実
質
的
に
担
う
な
ど
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
再
生
の
か
な
め
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
、
合
併
に
よ
り
歴
史
あ
る
「
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
」
は
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
一
月
を
も
っ
て
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
同
様
に
歴
史
を
持
つ
有
力
住
宅
協
会
の
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
と
合
併
し
、
新
組
織
は
「
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
」
で
再
出
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
合
併
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
。
第
一
は
、
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
弱
体
化
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
長
期
に
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
離
れ
が
進
行
し
て
お
り
、
大
都
市
で
は
一
層
顕
著
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
住
民
の
大
多
数
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
、
普
通
の
市
民
層
が
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
通
じ
た
集
住まいをめぐる政治
３９
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
事
実
上
消
滅
す
る
。
む
し
ろ
住
民
は
「
消
費
者
」
と
し
て
住
宅
協
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
突
き
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
他
方
で
住
宅
協
会
の
側
も
「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
住
環
境
の
整
備
に
務
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
す
る
な
ど
、
消
費
者
志
向
の
活
動
を
重
視
す
る
こ
と
と
な
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude,２００８
,３３８
―３４１
）。
こ
の
よ
う
に
、
も
は
や
信
仰
者
の
共
同
体
で
は
な
く
、
顧
客
の
要
望
に
的
確
に
対
応
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
住
宅
供
給
と
管
理
を
行
う
「
社
会
的
企
業
」
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
る
に
及
び
、
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
他
組
織
と
協
働
・
合
併
に
向
か
う
こ
と
に
違
和
感
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ビ
ジ
ネ
ス
志
向
の
強
い
メ
レ
ン
カ
ン
プ
が
理
事
長
と
し
て
采
配
を
振
る
っ
て
い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
第
二
は
、
政
治
・
社
会
状
況
の
変
化
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
以
降
、
政
府
は
、
住
宅
協
会
へ
の
補
助
金
な
ど
の
財
政
支
援
を
原
則
的
に
廃
止
し
、
住
宅
協
会
の
自
立
化
を
要
求
す
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
再
生
事
業
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
各
地
で
始
ま
る
中
で
、
中
小
の
住
宅
協
会
は
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
だ
け
の
資
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
合
併
し
て
交
渉
力
を
つ
け
る
動
き
が
拡
大
し
た
。「
規
模
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
、
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
（B
eekers
and
van
der
W
oude, ２００８
,３２８
）。
二
〇
世
紀
末
に
こ
の
動
き
は
急
速
に
広
が
り
、
合
併
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
全
土
の
住
宅
協
会
の
数
は
三
分
の
二
に
大
幅
に
減
少
し
た
。
こ
の
よ
う
な
展
開
を
受
け
て
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
も
規
模
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
。
一
九
九
〇
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
周
辺
地
区
で
二
万
戸
を
管
理
し
て
い
た
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
、
す
で
に
一
九
九
〇
年
代
末
、
ベ
イ
ル
メ
ー
ル
地
区
な
ど
を
併
せ
、
総
戸
数
四
万
戸
を
管
理
す
る
巨
大
住
宅
協
会
へ
と
膨
張
し
て
い
た
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
衰
退
、
そ
し
て
規
模
拡
大
に
よ
る
競
争
力
強
化
の
流
れ
と
い
う
時
代
状
況
に
あ
っ
て
、
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
は
他
の
大
規
模
住
宅
協
会
と
の
合
併
交
渉
を
開
始
す
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
複
数
の
住
宅
協
会
が
、
合
併
先
《論 説》
４０
を
求
め
て
接
触
を
始
め
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
、
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
と
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
の
合
併
が
実
現
し
、
新
「
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
」
と
し
て
再
出
発
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
パ
ト
リ
モ
ニ
ウ
ム
住
宅
協
会
は
、
一
世
紀
近
い
歴
史
を
閉
じ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
住
宅
協
会
の
役
割
が
終
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
新
ロ
ヒ
ダ
ー
レ
を
含
め
、
現
在
も
な
お
住
宅
協
会
は
、
公
共
の
責
務
を
負
っ
た
民
間
非
営
利
団
体
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
で
多
数
の
社
会
住
宅
を
管
理
し
、
都
市
づ
く
り
や
再
生
事
業
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。
そ
し
て
住
宅
協
会
や
自
治
体
が
管
理
す
る
社
会
住
宅
は
、「
住
宅
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
」（
オ
ウ
ヴ
ェ
ハ
ン
ド
＆
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
レ
ン
、
二
〇
〇
九
）
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
各
都
市
で
存
在
感
を
保
っ
て
い
る
。
変
貌
著
し
い
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
あ
っ
て
も
、
住
民
た
ち
の
織
り
成
す
普
段
着
の
毎
日
を
保
証
し
、
日
常
生
活
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
社
会
住
宅
と
い
う
独
特
の
空
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
住
宅
協
会
の
存
在
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
た
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
社
会
の
背
後
に
は
、
今
も
な
お
、
住
民
た
ち
の
息
遣
い
の
聞
こ
え
る
、
生
活
感
に
満
ち
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
【
補
論：
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
と
日
本
の
同
潤
会
】
た
だ
、
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
住
宅
協
会
に
よ
る
社
会
住
宅
に
似
た
性
格
を
持
つ
集
合
住
宅
が
、
歴
史
の
中
に
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
同
潤
会
の
建
設
し
た
集
合
住
宅
、
な
か
で
も
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
同
潤
会
は
、
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
の
さ
い
の
義
捐
金
を
も
と
に
翌
年
、
内
務
省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
あ
る
。
震
災
復
興
の
一
端
を
担
い
、
被
災
者
に
む
け
た
仮
住
宅
の
建
設
、
職
を
失
っ
た
負
傷
者
を
収
容
し
て
再
教
育
を
行
う
授
産
所
経
営
、
不
良
住
宅
地
区
の
改
良
事
業
な
ど
、
同
潤
会
は
様
々
な
活
動
を
行
っ
た
が
、
な
か
で
も
そ
の
住
宅
供
給
事
業
、
住まいをめぐる政治
４１
と
り
わ
け
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
建
設
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
内
田
、
二
〇
〇
四
、
一
四
―
二
九；
橋
本
他
、
二
〇
一
一
、
一
二
―
二
五
）。
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
東
京
や
横
浜
の
計
一
五
個
所
で
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
堅
固
な
集
合
住
宅
で
あ
り
、
総
戸
数
は
二
〇
〇
〇
戸
を
超
え
る
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
近
代
的
設
備
、
集
会
所
な
ど
の
共
同
施
設
も
備
え
、
以
後
の
日
本
の
集
合
住
宅
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ほ
う
が
や
や
先
行
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
建
設
の
進
ん
だ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
と
同
潤
会
の
住
宅
は
、
い
ず
れ
も
首
都
近
辺
の
勤
労
者
世
帯
を
念
頭
に
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
洗
ト
イ
レ
と
い
っ
た
当
時
と
し
て
は
先
駆
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
完
備
し
た
中
層
の
集
合
住
宅
と
し
て
、
画
期
的
な
存
在
だ
っ
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
も
両
者
の
類
似
は
、
単
に
設
備
の
充
実
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
当
代
の
優
れ
た
建
築
家
た
ち
が
取
り
組
み
、
両
国
の
建
築
史
、
都
市
史
に
燦
然
た
る
輝
き
を
放
つ
集
合
住
宅
を
生
み
出
し
た
と
い
う
経
緯
も
共
通
す
る
。
邸
宅
や
企
業
本
社
、
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
一
部
の
人
々
の
利
用
す
る
豪
勢
な
建
物
で
は
な
く
、
庶
民
が
日
々
の
生
活
を
送
る
集
合
住
宅
に
、
腕
の
良
い
建
築
家
た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
豊
か
な
都
市
景
観
づ
く
り
を
支
え
て
い
っ
た
こ
と
は
、
両
国
の
首
都
の
発
展
に
お
い
て
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
渋
谷
に
建
設
さ
れ
た
同
潤
会
青
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
表
参
道
に
面
し
た
三
階
建
て
の
集
合
住
宅
と
し
て
独
特
の
景
観
を
創
り
出
し
、
場
所
柄
も
あ
っ
て
強
い
注
目
を
浴
び
た
。
一
定
年
齢
よ
り
上
の
世
代
に
は
、
懐
か
し
い
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
街
路
に
面
し
て
中
層
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
外
観
の
集
合
住
宅
が
続
く
都
市
景
観
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
社
会
住
宅
、
た
と
え
ば
本
稿
で
紹
介
し
た
Ｐ
・
Ｌ
・
タ
ッ
ク
通
り
（
写
真
３
を
参
照
）
を
ど
こ
と
な
く
連
想
さ
せ
る
。
実
は
こ
の
こ
と
は
、
同
潤
会
に
お
け
る
建
物
配
置
の
あ
り
方
と
関
係
が
あ
る
。
建
築
家
の
内
田
青
蔵
は
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
共
通
す
る
特
徴
の
第
一
に
、「
街
路
を
意
識
し
た
建
物
配
置
の
妙
」
を
挙
《論 説》
４２
げ
て
い
る
（
橋
本
他
、
二
〇
一
一
、
二
四
）。
す
な
わ
ち
同
潤
会
で
は
、「
住
棟
を
街
路
に
沿
っ
て
建
て
る
こ
と
が
基
本
的
原
則
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
後
日
本
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
配
置
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
戦
後
大
量
に
建
設
さ
れ
た
団
地
で
は
、
各
戸
が
平
等
に
日
照
と
通
風
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
南
に
面
し
て
建
物
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
街
路
と
の
関
係
は
二
の
次
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
同
潤
会
で
は
、
街
路
に
沿
っ
て
建
物
が
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
庭
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
住
棟
が
配
置
さ
れ
た
。
同
潤
会
が
重
視
し
た
の
は
街
路
か
ら
の
景
観
、
い
わ
ば
「
公
共
と
し
て
の
景
観
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
平
等
な
各
戸
の
配
置
で
は
な
か
っ
た
。
同
潤
会
に
お
け
る
建
物
と
は
「
個
人
よ
り
も
都
市
を
形
成
す
る
公
共
的
な
性
格
」
を
持
っ
て
い
た
、
と
内
田
は
論
じ
て
い
る
（
内
田
、
二
〇
〇
四
、
一
一
五
）。
結
果
と
し
て
み
れ
ば
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
配
置
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
い
て
同
様
に
大
規
模
に
建
設
さ
れ
た
社
会
住
宅
の
配
置
―
街
路
に
沿
っ
て
立
ち
並
ぶ
中
層
の
住
棟
と
、
住
棟
に
囲
ま
れ
た
中
庭
の
組
み
合
わ
せ
―
と
一
定
の
類
似
性
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
な
お
、
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
を
含
む
欧
州
各
国
の
集
合
住
宅
と
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
他
（
一
九
九
八
）
も
参
照
）。
さ
ら
に
両
者
と
も
、
集
合
住
宅
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
た
こ
と
も
共
通
す
る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
が
集
会
場
や
図
書
館
の
設
置
、
宗
教
活
動
、
講
演
会
、
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
、
音
楽
を
通
じ
て
住
民
活
動
の
促
進
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
に
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
も
食
堂
、
浴
場
、
娯
楽
室
な
ど
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
住
民
の
交
流
が
図
ら
れ
た
（
内
田
、
二
〇
〇
四
、
一
二
六
―
一
三
一
）。
特
に
有
名
な
例
が
、
江
戸
川
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
中
庭
や
社
交
室
で
あ
る
。
江
戸
川
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
そ
の
先
進
的
な
設
備
と
規
模
か
ら
「
東
洋
一
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
会
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の
文
化
活
動
が
社
交
室
な
ど
を
舞
台
と
し
て
、
活
発
に
展
開
さ
れ
た
（
橋
本
他
、
二
〇
一
一
、
五
四
―
六
〇
）。
も
ち
ろ
ん
、
下
か
ら
の
民
間
ベ
ー
ス
の
動
き
と
し
て
叢
生
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
と
、
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
住まいをめぐる政治
４３
を
受
け
て
、
帝
都
復
興
の
一
環
と
し
て
上
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
同
潤
会
と
は
、
そ
の
立
ち
位
置
が
異
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
住
宅
協
会
も
、
社
会
住
宅
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
市
当
局
に
よ
る
都
市
計
画
の
枠
内
で
、
候
補
地
の
選
定
、
建
設
規
模
を
は
じ
め
細
部
に
至
る
ま
で
、
市
当
局
と
綿
密
に
協
議
し
、
そ
の
意
向
を
踏
ま
え
て
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
長
期
低
利
融
資
の
事
実
上
の
条
件
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
純
然
た
る
民
間
企
業
や
民
間
団
体
と
異
な
り
、
公
共
的
性
格
が
強
い
。
他
方
、
同
潤
会
は
内
務
省
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
は
い
え
、
財
団
法
人
と
い
う
民
間
団
体
の
形
を
と
り
、
理
事
な
ど
中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
建
築
家
た
ち
が
参
加
し
、
一
定
の
自
立
性
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た
。
そ
の
成
果
が
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
と
い
う
先
駆
的
な
建
築
物
と
し
て
現
れ
た
の
で
あ
り
、
官
僚
機
構
の
末
端
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
住
宅
協
会
と
同
潤
会
は
、
い
ず
れ
も
行
政
に
よ
る
枠
組
み
の
な
か
で
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
つ
つ
、
し
か
し
民
間
団
体
と
し
て
の
自
発
性
・
自
律
性
を
活
か
す
こ
と
で
、
時
代
の
先
を
行
く
先
進
的
な
労
働
者
住
宅
の
建
設
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
、
や
は
り
共
通
の
背
景
を
持
つ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
首
都
に
そ
れ
ぞ
れ
同
時
期
に
出
現
し
た
集
合
住
宅
は
、
意
外
と
近
接
し
た
道
を
歩
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、
そ
の
両
者
が
交
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
建
設
後
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
を
経
て
も
、
な
お
多
く
の
社
会
住
宅
が
往
時
の
姿
を
と
ど
め
た
ま
ま
居
住
の
用
に
供
さ
れ
、
市
民
生
活
の
場
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
国
家
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
住
宅
も
多
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
景
観
を
豊
か
に
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
特
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
派
の
建
築
は
今
な
お
多
く
の
人
を
魅
了
し
、
世
界
中
か
ら
見
学
者
が
引
き
も
切
ら
な
い
。
他
方
、
同
潤
会
は
一
九
四
一
年
に
住
宅
営
団
に
発
展
的
解
消
を
遂
げ
、
そ
の
独
自
の
活
動
を
終
え
た
。
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
も
二
〇
世
紀
末
に
な
る
と
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
の
問
題
も
あ
り
、
次
々
取
り
壊
し
や
建
て
替
え
が
進
む
。
表
参
道
の
青
山
ア
《論 説》
４４
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
二
〇
〇
三
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
今
は
お
洒
落
な
店
の
並
ぶ
、
表
参
道
ヒ
ル
ズ
と
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
最
後
ま
で
残
っ
た
上
野
下
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
、
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
は
一
つ
も
残
っ
て
い
な
い
。
保
存
や
再
生
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
が
、
届
か
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
江
戸
川
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
、
建
築
家
た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
社
交
室
や
中
庭
な
ど
の
特
徴
的
な
部
分
を
残
す
部
分
保
存
案
な
ど
も
作
成
さ
れ
た
が
、
住
民
の
総
意
を
取
り
つ
け
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
、
自
治
体
に
よ
る
規
制
を
は
ね
返
す
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
二
〇
〇
三
年
に
取
り
壊
さ
れ
た
。
取
り
壊
し
前
に
開
催
さ
れ
た
一
般
向
け
の
見
学
会
に
は
、
千
人
を
超
す
人
々
が
詰
め
か
け
た
と
い
う
（
橋
本
他
、
二
〇
一
一
、
九
八
―
九
九；
一
五
八
―
一
五
九
）。
確
か
に
同
潤
会
の
住
宅
づ
く
り
の
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
今
も
大
き
く
、
そ
の
記
憶
は
多
く
の
人
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
表
参
道
ヒ
ル
ズ
に
は
、
安
藤
忠
雄
の
設
計
に
よ
り
、
往
時
の
外
観
を
再
現
し
た
一
角
も
あ
る
。
し
か
し
今
、
実
際
に
青
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
あ
っ
た
場
所
に
住
宅
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
に
息
づ
く
生
活
世
界
も
存
在
し
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
生
活
世
界
が
併
存
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
引
き
比
べ
て
み
る
と
き
、
二
一
世
紀
の
東
京
と
い
う
都
市
が
失
っ
た
も
の
の
大
き
さ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
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